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農作業の苦労と収穫を体験
　10 月４日、御牧小学校の 3 年生 25 人が、社会科の「畑
で働く人を知ろう」の授業で曽束正一さん（島田）の
畑でナスの収穫を体験しました。
　この収穫体験は御牧コミュニティ・スクールが、農
作業体験にと毎年実施しているもので、夏場には、朝
の 5 時から収穫をおこない、日中は気温 35 度以上の
中でおこなう剪定作業などの苦労話を聞いたあと、ナ
スを素手でもぎ取り、「私のこんなに大きい」などと
楽しそうに話していました。
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町職員の給与・定員管理等を公表
給与・定員管理のあらまし

みんなの広場 
省エネ学習会など

行政ニュース 
戦没者追悼式など

INFORMATION 
いきいき健康教室（運動編）など

ふるさとの「日記・留帳」 
第 7 回 江戸末期から明治開化の歩み

第 7 回 江戸末期から明治開化の歩み

太
陰
太
陽
暦
か
ら
太
陽
暦
へ

　

明
治
新
政
府
は
、
明
治
維
新
の
行

政
改
革
が
軌
道
に
乗
る
と
、
明
治
五
年

十
一
月
九
日
に
従
来
か
ら
の
暦
法
で
あ

る
太
陰
太
陽
暦
を
廃
し
て
太
陽
暦
を
採

用
す
る
「
太
政
官
布
告
」
を
発
布
し
た
。

そ
の
要
旨
は
、

一
．
今
般
太
陰
暦
ヲ
廃
シ
テ
太
陽
暦
御

頒
行
相
成
リ
候
ニ
付
、
来
ル
十
二
月

三
日
ヲ
以
テ
明
治
六
年
一
月
一
日
ト

定
め
ら
れ
候
事

一
．
一
ケ
年
三
百
六
十
五
日
十
二
ケ
月

ニ
分
チ
、
四
年
毎
ニ
一
日
ノ
閏
ヲ
置

き
候
事

一
．
時
刻
の
儀
是
迄
昼
夜
長
短
ニ
随
ヒ

十
二
時
ニ
相
分
チ
候
処
、
今
後
改
テ

時
辰
儀
時
刻
平
分
二
十
四
時
ニ
定
メ
、

子ね

刻
ヨ
リ
午う

ま

刻
迄
ヲ
十
二
時
二
分
チ

午
前
幾
時
ト
称
シ
、
午
刻
ヨ
リ
子
刻

迄
ヲ
十
二
時
ニ
分
チ
、
午
後
幾
時
ト

称
し
候
事

と
あ
り
、
従
来
か
ら
の
太
陰
太
陽
暦
を

太
陽
暦
と
す
る
暦
法
を
採
用
し
た
。
明

治
五
年
十
二
月
三
日
を
明
治
六
年
一
月

一
日
と
す
る
布
告
は
、
庶
民
に
と
っ
て

大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

現
在
で
も
十
二
月
は
、
一
年
間
の
整

理
と
迎
春
準
備
に
多
忙
を
極
め
る
が
、

十
二
月
が
わ
ず
か
二
日
間
で
は
、
う

ろ
た
え
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
し
て
商
家
に
と
っ
て
は
、
節
気
払
い

が
慣
例
化
し
て
い
た
か
ら
、
集
金
は
も

ち
ろ
ん
、
注
文
を
受
け
て
い
る
迎
春
品

の
配
達
に
、
商
店
だ
け
で
は
対
応
で
き

ず
、
縁
者
の
応
援
を
求
め
る
大
変
な
騒

ぎ
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
旧
暦
は
農
業
と

密
接
に
結
び
付
い
て
い
て
、
農
家
は
暦

に
記
載
さ
れ
て
い
る「
た
ね
ま
き
よ
し
」

と
か
、「
む
ぎ
か
り
よ
し
」
の
農
作
業

に
関
わ
る
記
事
を
指
針
と
し
て
い
た
。

そ
れ
が
太
陽
暦
で
は
占
い
事
と
断
定
し
、

廃
止
し
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
政
府
は
、

明
治
六
年
一
月
四
日
の
「
太
政
官
布
告
」

で
、「
今
般
改
暦
ニ
付
、
人
日
、
上
巳
・

端
午
・
七
夕
・
重
陽
の
五
節
句
を
廃
し
、

神
武
天
皇
即
位
日
、
天
長
節
は
両
日
を

以
て
自
今
祝
日
と
定
め
ら
れ
候
事
」
と

通
達
し
た
。
五
節
供
の
慣
習
は
、

　

人じ
ん

日じ
つ　

旧
暦
一
月
七
日
の
称
で
、
動

物
そ
れ
ぞ
れ
の
日
に
あ
て
た
も
の
で
、

一
月
七
日
は
人
の
日
に
あ
た
る
と
い
う

こ
と
か
ら
人
日
と
称
し
、
こ
の
日
の
朝
、

七
草
粥
を
食
べ
て
祝
う
風
習
が
あ
る
。

　

上じ
ょ
う
し巳　

三
月
三
日
に
行
わ
れ
る
女
児

の
行
事
で
、
古
く
は
三
月
初
め
の
巳
の

日
に
行
わ
れ
た
の
で
上
巳
の
節
供
と
い

う
。
桃
の
節
供
、
雛
祭
り
、
雛
節
供
、

元げ
ん
し巳

と
も
い
わ
れ
、
女
児
の
い
る
家
庭

で
は
雛
を
飾
り
、
友
人
・
親
類
を
招
待

し
て
祝
う
風
習
は｢

太
政
官
布
告｣

で

廃
止
さ
れ
た
も
の
の
、
現
在
で
も
最
高

の
祝
い
事
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

　

端た
ん
ご午　

端
午
と
は
月
の
初
め
の
午う

ま
の

日
を
い
う
が
、
旧
五
月
五
日
を
端
午
と

い
う
よ
う
に
変
わ
っ
た
。
五
月
は
悪
月

物
忌
み
の
月
と
さ
れ
、
そ
の
邪
気
を
祓

う
た
め
、
菖し

ょ
う
ぶ
ゆ

蒲
湯
を
た
て
た
り
、
菖
蒲・

よ
も
ぎ
を
軒
に
吊
る
し
、
粽

ち
ま
きを

食
べ
た

り
し
た
。
菖
蒲
が
尚
武
と
同
音
で
あ
る

こ
と
か
ら
男
児
の
節
供
と
な
り
、
立
身

出
世
を
願
っ
て
鯉
の
ぼ
り
を
立
て
、
武

者
人
形
を
飾
っ
て
祝
う
。

　

七た
な
ば
た夕　

旧
暦
七
月
七
日
に
行
わ
れ
る

行
事
で
、
農
耕
儀
礼
や
祖
霊
信
仰
と
結

び
付
き
、
各
地
に
様
々
な
習
俗
が
伝
承

さ
れ
て
い
て
、
笹
に
願
い
事
の
短
冊
を

吊
る
し
て
祝
う
行
事
が
定
着
し
て
い
る
。

ま
た
、
七
日
は
祖
先
の
霊
を
祀
る
盆
の

行
事
の
直
前
に
あ
た
る
と
こ
ろ
か
ら
七

日
盆
と
も
い
う
。

　

重
ち
ょ
う
よ
う
陽　

古
来
奇
数
は
陽
の
数
、
偶
数

は
陰
の
数
と
さ
れ
、
九
月
九
日
は
陽
の

数
の
最
大
の
九
が
重
な
る
こ
と
か
ら
重

陽
と
名
付
け
ら
れ
た
。
重
九
・
菊
の
節

供
と
も
呼
ば
れ
、
全
国
的
に
こ
の
日
を

秋
祭
り
と
す
る
風
習
が
あ
っ
た
。
久
御

山
の
氏
神
五
社
（
雙
栗
神
社
・
若
宮
八

幡
宮
・
珠
城
神
社
・
荒
見
神
社
・
室
城

神
社
・
玉
田
神
社
）、
そ
し
て
京
都
市

伏
見
区
の
御
香
宮
神
社
も
こ
の
日
を
秋

祭
り
と
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
九
月
九
日
の
秋
祭

り
は
改
暦
後
、
秋
の
季
節
と
合
致
し

な
い
こ
と
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
神
社
は
、

一
カ
月
後
の
十
月
九
日
に
変
更
さ
れ
て

い
る
。
十
月
は
旧
暦
で
神か

ん
な
づ
き

無
月
、
あ
る

い
は
神か

み
さ
り
づ
き

去
月
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
こ
の

日
は
全
国
の
神
々
が
出
雲
大
社
に
集
ま

り
、
縁
結
び
や
翌
年
の
豊
凶
を
決
め
る

相
談
の
た
め
、
土
地
の
神
々
が
留
守
に

な
る
と
い
う
。
し
か
し
、
神
無
月
な
ど

月
々
の
季
語
は
、
太
陽
暦
で
は
占
い
事

と
断
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
月
の

秋
祭
り
は
、
そ
の
土
地
に
密
着
す
る
慶

事
で
あ
ろ
う
。

　
　

久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　

阪
部　

五
三
夫

▲江戸時代に使用された暦
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平成 22 年度決算概要
税収が減少するなか、住民ニーズに対応した施策を実施
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行政ニュース 

地方譲与税 5,990万円（0.8％）

交通安全対策特別交付金 776万円（0.1％）

利子割交付金等 1,799万円（0.3％）
地方消費税交付金

3億5,491万円（4.9％）

人件費
20億386万円（28.7％）

物件費
13億1,984万円
（18.9％）

維持補修費
5,619万円（0.8％）

扶助費
9億2,525万円
（13.3％）

補助費等
6億1,133万円
（8.8％）

普通建設事業費
6億9,796万円
（10.0％） 

公債費
5億2,463万円
（7.5％）

積立金
2,421万円
（0.3％）

投資及び出資金
2,020万円（0.3％）

貸付金
8,576万円（1.2％）

繰出金
7億1,317万円
（10.2％）

地方特例交付金等
3,009万円（0.4％）

自動車取得税交付金
2,029万円（0.3％）

地方交付税
3,035万円（0.4％）

分担金及び
負担金

7,584万円
（1.1％）

使用料及び
手数料

9,441万円
（1.3％）

国庫支出金
4億7,809万円
（6.6％）

府支出金
3億3,934万円
（4.7％）

財産収入
2,502万円（0.3％）

寄附金
3,771万円（0.5％）

繰越金 1億3,591万円（1.9％）
諸収入 1億5,587万円（2.2％）
町債 6億6,220万円（9.2％）

繰入金 2億9,976万円（4.2％）

町税
43億7,380万円（60.8 ％）

▽歳出内訳（性質別）
総額69億 8,240万円

▽歳入内訳
総額71億 9,924万円

　

歳
入
・
歳
出
総
額
を
前
年
度
と
比
べ
る
と
、

歳
入
総
額
で
10
億
５
３
６
５
万
円
、（
12
・

８
％
）、
歳
出
総
額
で
９
億
５
４
５
８
万
円
、

（
12
％
）
の
そ
れ
ぞ
れ
減
額
と
な
り
、
平
成

21
年
度
の
決
算
規
模
か
ら
み
る
と
大
幅
な
縮

小
と
な
り
ま
し
た
。（
表
１
参
照
）

　

主
な
事
由
は
、
歳
入
面
で
は
、
建
設
事
業

に
係
る
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
や
安
全
・
安
心

な
学
校
づ
く
り
交
付
金
、
経
済
危
機
対
策
と

し
て
お
こ
な
わ
れ
た
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

事
業
費
補
助
金
や
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資

臨
時
交
付
金
な
ど
の
国
庫
支
出
金
を
は
じ
め
、

予
算
規
模
縮
小
に
伴
う
財
政
調
整
基
金
や
公

共
施
設
建
設
基
金
繰
入
金
な
ど
の
減
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

歳
出
面
で
は
、
新
市
街
地
整
備
事
業
や
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
な
ど
の
普
通
建

設
事
業
の
ほ
か
、
定
額
給
付
金
給
付
事
業
や

公
共
施
設
建
設
基
金
積
立
金
な
ど
が
減
に

な
っ
た
こ
と
が
な
ど
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
の
な
か
、
町
税
を

含
む
経
常
一
般
財
源
の
総
額
も
減
少
し
た
た

め
、
経
常
収
支
比
率
は
、
前
年
度
の
93
・
４
％

か
ら
１
・
７
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
95
・
１
％

と
な
り
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
３
）

　

今
後
と
も
、
限
ら
れ
た
財
源
で
健
全
な
行

財
政
運
営
を
図
る
た
め
に
は
、
第
４
次
行
政

改
革
大
綱
に
掲
げ
る
各
改
革
項
目
や
行
政
評

価
制
度
の
活
用
に
よ
る
事
務
事
業
の
徹
底
的

な
見
直
し
な
ど
を
着
実
に
遂
行
し
、
事
業
効

果
や
緊
急
度
、
優
先
順
位
を
見
極
め
る
な
か

で
施
策
の
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
町
税
な
ど
の
一
般
財
源
の
確
保
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

歳
入
決
算
額
の
内
訳
（
グ
ラ
フ
１
）
は
、	

町
税
全
体
で
は
、
前
年
度
に
比
べ
５
９	

８
９
万
円
（
１
・
４
％
）
減
の
43
億
７
３	

８
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
か
ら

の
利
子
割
交
付
金
や
特
別
交
付
税
は
、
前
年

度
と
比
べ
て
増
加
し
ま
し
た
が
、
地
方
譲
与

税
や
自
動
車
取
得
税
交
付
金
、
地
方
特
例
交

付
金
等
な
ど
は
減
り
ま
し
た
。

　

分
担
金
及
び
負
担
金
は
、
保
育
所
入
所
保

護
者
負
担
金
や
留
守
家
庭
児
童
育
成
事
業
負

担
金
な
ど
で
、
前
年
度
と
比
べ
４
・
７
％
減

の
７
５
８
４
万
円
と
な
り
、
使
用
料
及
び
手

数
料
は
、
道
路
占
用
料
や
公
園
使
用
料
、
幼

稚
園
使
用
料
な
ど
、前
年
度
と
比
べ
３
・
８
％

増
の
９
４
４
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
中
学
校
校
舎
等
改
築
事

業
の
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
交
付
金
や

地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
な
ど

の
減
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
45
・
７
％
減

の
４
億
７
８
０
９
万
円
と
な
り
、
府
支
出
金

は
、
児
童
手
当
お
よ
び
子
ど
も
手
当
交
付
金

や
地
域
子
育
て
創
生
事
業
補
助
金
を
は
じ
め
、

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
府
費
負
担
金
や
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
費
補
助
金
な
ど
の

増
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
13
・
６
％
増
の

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
71
億
９
９
２
４
万
円
、
歳
出
総
額
69
億	

８
２
４
０
万
円
で
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
、
２
億
１	

６
８
４
万
円
と
な
り
、
形
式
収
支
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
２
１	

７
５
万
円
を
控
除
し
た
実
質
収
支
額
は
、
１
億
９
５
０
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
が
、

単
年
度
収
支
額
に
財
政
調
整
基
金
積
立
額
を
加
え
、
財
政
調
整
基
金
取
崩
額
を
控

除
し
た
実
質
単
年
度
収
支
額
は
２
億
９
５
５
万
円
の
赤
字
に
な
り
ま
し
た
。

　平成 22 年度の一般会計、特別会計および水道事業会計の決算状況がまとまり
ました。今号では、住民のみなさんとかかわりの深い、一般会計の概要をお知
らせします。なお、特別会計の決算概要は 12 月 1 日号でお知らせします。（金
額はいずれも 1万円未満四捨五入）

３
億
３
９
３
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

財
産
収
入
は
、
財
政
調
整
基
金
や
公
共
施

設
建
設
基
金
な
ど
の
預
金
利
子
の
減
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
べ
41
・
６
％
減
の
２
５
０
２
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は
、
日
本
中
央
競
馬
会
事
業
所
周

辺
環
境
整
備
事
業
寄
附
金
の
増
に
よ
り
、
前

年
度
と
比
べ
33
％
増
の
３
７
７
１
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

繰
入
金
は
、
財
政
調
整
基
金
や
公
共
施
設

建
設
基
金
の
繰
入
れ
を
抑
制
で
き
た
結
果
、

前
年
度
と
比
べ
58
％
減
の
２
億
９
９
７
６
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

諸
収
入
は
、
中
小
企
業
者
低
利
融
資
制
度

預
託
金
戻
入
金
の
増
に
よ
り
、
前
年
度
と
比

べ
14
・
１
％
増
の
１
億
５
５
８
７
万
円
と
な

り
、
町
債
は
、
中
学
校
校
舎
改
築
事
業
債
や

臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
で
、
前
年
度
と
比
べ

９
・
２
％
増
の
６
億
６
２
２
０
万
円
と
な
り
、

公
債
費
比
率
は
７
・
０
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
独
自
の
各
種
住
民
負
担
軽
減
策
を
引

き
続
き
維
持
し
つ
つ
、
犯
罪
被
害
者
支
援
事

業
な
ど
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
各
施
策
を

は
じ
め
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
事
業
や
ま

ち
の
駅
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
の
開
設
、
継

続
事
業
と
し
て
の
久
御
山
中
学
校
校
舎
等
改

築
事
業
や
教
育
・
学
習

環
境
の
充
実
、
そ
し
て
、

雇
用
・
経
営
安
定
の
た

め
の
支
援
、
福
祉
・
子

育
て
支
援
の
充
実
な
ど
、

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か

で
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

歳
出
の
性
質
別

　

歳
出
を
性
質
別
（
グ
ラ
フ
２
）
に
み
る
と
、

人
件
費
は
、
人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
た
給
与

改
定
や
定
年
退
職
者
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
と
比
べ
１
・
７
％
減
の
20
億
３
８
６
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

物
件
費
は
、
旅
費
や
役
務
費
な
ど
で
減
と

な
っ
た
も
の
の
、
嘱
託
・
臨
時
職
員
賃
金
が
前

年
度
と
比
べ
８
・
５
％
増
と
な
っ
た
う
え
、
ま

ち
の
駅
開
設
に
伴
う
施
設
維
持
管
理
費
、
予
防

接
種
に
係
る
医
師
委
託
料
の
増
な
ど
で
、
前

年
度
と
比
べ
２
・
７
％
増
の
13
億
１
９
８
４
万

円
と
な
り
、
扶
助
費
は
、
子
ど
も
手
当
を
は

じ
め
、
障
害
者
自
立
支
援
医
療
給
付
費
や
障

害
者
介
護
給
付
、
老
人
医
療
費
や
福
祉
医
療

費
な
ど
で
、
前
年
度
と
比
べ
36
・
４
％
増
の

９
億
２
５
２
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
助
費
等
は
、
定
額
給
付
金
や
子
育
て
応

援
特
別
手
当
の
皆
減
と
一
部
事
務
組
合
へ
の

負
担
金
の
減
な
ど
で
、
前
年
度
と
比
べ
35
・

９
％
減
の
６
億
１
１
３
３
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

普
通
建
設
事
業
費
全
体
で
は
、
補
助
事
業

が
大
幅
に
減
少
し
た
た
め
、
前
年
度
と
比
べ

50
・
７
％
減
の
６
億
９
７
９
６
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

積
立
金
は
、
公
共
施
設
建
設
基
金
積
立
金

が
大
幅
な
減
と
な
っ
た
た
め
、
前
年
度
と

比
べ
89
・
９
％
減
の
２
４
２
１
万
円
と
な
り
、

貸
付
金
は
、
中
小
企
業
低
利
融
資
制
度
の
充

実
に
伴
う
預
託
金
の
増
な
ど
で
、
前
年
度
と

比
べ
47
・
３
％
増
の
８
５
７
６
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
繰
出
金
は
、
公
共
下
水
道

▼平成 22年度会計別決算額（表１）

税収が減少するなか、住民ニーズに対応した施策を実施

一般会計は、歳入総額　71 億 9,924 万円
　　　　　　歳出総額　69 億 8,240 万円　となりました。

平成 22 年度　決算概要

特 色
実
質
単
年
度
収
支
額
が

　
　
　
　
　
　

２
億
９
５
５
万
円
の
赤
字

歳 入
町
税
が

３
年
連
続
の
減
収

歳 出
扶
助
費
が

前
年
度
比 

36
・
４
％
増

会 計 名 歳入（Ａ） 歳出（Ｂ） 差引額（Ａ）−（Ｂ）
一 般 会 計

国民健康保険
三郷山財産区
老 人 保 健
公共下水道事業
介 護 保 険
後期高齢者医療
収 益 的 収 支
資 本 的 収 支

特

別

会

計

水道事業
会 計

	 71億9,924万円	 69億8,240万円	 2億1,684万円
	 20億1,974万円	 19億5,785万円	 6,189万円
	 629万円	 581万円	 48万円
	 666万円	 628万円	 37万円
	 9億6,747万円	 9億6,438万円	 309万円
	 9億3,769万円	 9億2,547万円	 1,222万円
	 1億5,158万円	 1億4,998万円	 160万円
	 4億9,543万円	 4億9,204万円	 339万円
	 5,536万円	 1億3,952万円	 ▲8,416万円

相島ポケットパーク

（グラフ２） （グラフ１）

（　）は、構成比
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行政ニュース 

歳出の
目的別内訳

議会費
1億2,317万円（1.8％）

労働費
558万円（0.1％）

農林水産業費
1億3,171万円（1.9％）

商工費
2億3,768万円（3.4％）

消防費
3億9,102万円（5.6％）

公債費
5億2,463万円（7.5％）

（　）は構成比

総務費
9億1,380万円（13.1％）

民生費
20億7,274万円（29.7％）

衛生費
5億4,982万円（7.9％）

土木費
5億9,063万円（8.4％）

教育費
14億4,162万円（20.6％） 

事
業
特
別
会
計
と
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
は
減
と
な
っ
た
も
の
の
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
が

増
と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
１
・
９
％
増
の

７
億
１
３
１
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

義
務
的
経
費
で
は
、
人
件
費
で
１
・
７
％
の

減
と
な
っ
た
も
の
の
、
扶
助
費
で
36
・
４
％
、

公
債
費
で
３
・
１
％
の
そ
れ
ぞ
れ
増
と
な

り
、
全
体
で
は
前
年
度
と
比
べ
７
・
１
％
増
の

34
億
５
３
７
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
目
的
別

　

次
に
歳
出
を
目
的
別
に
み
る
と
（
グ
ラ
フ

４
）
総
務
費
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
対
す

る
緊
急
支
援
を
は
じ
め
、
防
災
シ
ス
テ
ム
整

備
事
業
や
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の

更
新
、
選
挙
・
統
計
調
査
事
務
な
ど
で
、
前

年
度
と
比
べ
38
・
５
％
減
の
９
億
１
３
８
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

民
生
費
で
は
、
子
ど
も
手
当
支
給
事
業
を

は
じ
め
、
障
害
者
自
立
支
援
医
療
給
付
や
障

害
者
介
護
給
付
、
老
人
医
療
や
福
祉
医
療
の

各
扶
助
事
業
、
そ
し
て
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
で
、
前
年
度
と
比

べ
16
・
１
％
増
の
20
億
７
２
７
４
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

衛
生
費
で
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

補
助
や
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
の
推
進
を
は

じ
め
、
妊
産
婦
支
援
事
業
や
各
種
健
康
診
査
事

業
、
水
道
事
業
一
般
会
計
出
資
事
業
な
ど
で
、

前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
５
億
４
９
８
２
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
町
独
自
の
支
援
策

で
あ
る
産
地
確
立
対
策
事
業
補
助
金
や
農
産

物
直
売
所
運
営
事
業
補
助
金
の
ほ
か
、
国
営

附
帯
府
営
農
地
防
災
事
業
負
担
金
や
農
家
基

本
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
更
新
な
ど
で
、
前
年
度

と
比
べ
５
・
２
％
増
の
１
億
３
１
７
１
万
円
と

な
り
、
商
工
費
で
は
、
ま
ち
の
駅
ク
ロ
ス
ピ

ア
く
み
や
ま
の
オ
ー
プ
ン
記
念
事
業
を
お
こ

な
っ
た
ほ
か
、
中
小
企
業
者
資
金
借
入
に
係

る
保
証
料
及
び
利
子
補

給
金
や
企
業
立
地
促
進

助
成
金
な
ど
で
、
前
年

度
と
比
べ
20
・
２
％
増

の
２
億
３
７
６
８
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

土
木
費
で
は
、
西
一
口
・
島
田
２
号
線
や

場
内
41
号
線
な
ど
の
町
道
整
備
の
ほ
か
、
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
事
業
や
巡
回
バ
ス
運
行

事
業
な
ど
で
、
前
年
度
と
比
べ
41
・
１
％
減

の
５
億
９
０
６
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
費
で
は
、
消
防
指
令
室
避
雷
器
設
置
工

事
を
お
こ
な
っ
た
ほ
か
、
消
防
活
動
用
空
気
呼

吸
器
や
消
防
防
火
衣
な
ど
の
更
新
な
ど
で
、
前

年
度
と
比
べ
８
・
８
％
減
の
３
億
９
１
０
２
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
費
で
は
、
継
続
事
業
と
し
て
の
中
学

校
校
舎
等
改
築
事
業
を
お
こ
な
っ
た
ほ
か
、

小
学
校
空
調
設
備
工
事
に
係

る
設
計
業
務
や
文
化
財
保
管

庫
設
置
事
業
、
国
民
文
化
祭

に
向
け
た
準
備
事
業
、
そ
し

て
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

指
定
管
理
料
な
ど
で
、
前

年
度
と
比
べ
16
・
１
％
減
の

14
億
４
１
６
２
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
前
年
度
と
比
べ
３
・
１
％
増
の

５
億
２
４
６
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●議会費　　議会運営のために使ったお金

●総務費　　全般的なまちづくりの費用や役場の庁舎維持
管理などの総括的な事務に使ったお金

●民生費　　高齢者や障害者の人々のためや保育所運営な
どの福祉全般の事務や事業に使ったお金

●衛生費　　保健衛生やごみ処理など安全で衛生的な生活
のために使ったお金

●労働費　　勤労者の技能の養成などに使ったお金

●農林水産業費　　農業の振興のために使ったお金

●商工費　　商工業の振興のために使ったお金

●土木費　　町道の新設や改良、河川の維持管理、都市計
画事業などに使ったお金

●消防費　　防火水利・消防機械器具等の整備や消防団の
運営などに使ったお金

●教育費　　幼稚園や小・中学校の運営費用や生涯学習の
ための費用、町内の体育施設の維持管理など
に使ったお金

●公債費　　建設事業などをおこなうために借り入れたお
金の返済金

財政構造を見る 2 つのバロメーター
経常収支比率…人件費や扶助費、公債費など
の経常的な義務的経費が、税金などの収入に
占める割合をいい、70 から 80㌫程度が望
ましいとされています。

公債費比率…一年間に返済する町の借入金に
かかる元金と利子の償還額（公債費）が町税
などの一般財源に占める割合をいい、一般的
には 10㌫以下であると健全、15㌫を超える
と要注意、20㌫以上になると危険といわれ
ています。

議会費  1 億 2,317 万円
	 議会広報事業	 178万円

総務費  9 億 1,380 万円
	 広報事業	 1,033万円
	 自治会活動支援事業	 604万円
	 庁内ネットワークシステム導入・更新事業	 489万円
	 地震対策推進事業	 248万円
	 地域防災対策事業（震災支援等）	 335万円

民生費  20 億 7,274 万円
	 障害者自立支援事業	 2億 3,071万円
	 公会堂等バリアフリー化補助事業	 351万円
	 子育て支援医療費助成事業	 4,533万円
	 福祉医療費助成事業	 5,345万円
	 敬老会等事業	 1,002万円
	 児童手当・子ども手当支給事業	 3億 3,041万円
	 保育所運営事業	 2億 768万円
	 子育て支援センター事業	 703万円

衛生費  5 億 4,982 万円
	 妊産婦支援事業	 1,068万円
	 予防接種事業	 2,376万円
	 がん検診事業	 957万円
	 温暖化防止活動事業	 502万円
	 家庭ごみ収集事業	 7,071万円

労働費  558 万円
	 勤労者住宅資金融資事業	 501万円

農林水産業費 1億3,171万円
	 産地確立対策事業	 1,942万円
	 巨椋池地区国営附帯府営農地防災
	 事業推進事業	 1,097万円

商工費  2 億 3,768 万円
	 中小企業者資金低利融資事業	 1億 3,535万円
	 商工会運営等補助事業	 1,821万円
	 まちの駅施設運営・維持管理事業	 2,385万円

土木費  5 億 9,063 万円
	 道路橋梁新設改良整備事業	 5,621万円
	 巡回バス（のってこバス）運行事業	 3,584万円
	 ポケットパーク整備事業	 2,801万円

消防費  3 億 9,102 万円
	 消防団員被服貸与事業	 112万円
	 消防機械器具等整備事業	 656万円

教育費  14 億 4,162 万円
	 国際理解教育推進事業	 1,873万円
	 小学校施設整備事業	 1,241万円
	 児童生徒指導支援事業（小・中学校）	 1,821万円
	 学校保護者負担軽減事業（小・中学校）	 2,134万円
	 中学校施設整備事業	 5億 2,038万円
	 図書館運営事業	 3,185万円
	 幼稚園運営事業	 4,293万円
	 国民文化祭実施事業	 500万円

公債費  5 億 2,463 万円
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90.9
89.8

85.7

6.5
7.0

89.3

22年度

経常収支比率

公債費比率

一般会計の主な支出 住民一人あたりの決算額
418，000 円

（平成 23 年 4 月 1 日現在 1 万 6,716 人）

久御山中学校

（グラフ３）

（グラフ４）
クロスピアくみやま
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　平成23年４月１日現在の町職員の給与や勤務条件などのあらましをお知らせし
ます。ここに紹介する給与は、手取り額ではなく、税金や各種保険料などを差し引
く前の金額です。

給与・定員管理等の状況

※�人件費には、一般職に支払う給料、手当、特別職（町長、町議会議員など）
に支払う給料、報酬、手当のほか、共済費などの使用者に係る負担金も
含まれています。なお、嘱託員・臨時職員に支払う賃金は、人件費には
含まれていません。
※住民基本台帳人口は、平成 23年３月31日現在の人口です。

16,321

住民基本台帳
人口

6,982,396

歳出総額（A）

2,003,861

人件費（B）

28.7

人件費率
（B/A）

195,092

実質収支額

※�給与費は、一般職の職員（教育長含む）の金額で共済費、
退職手当組合負担金は含まれていません。
　�  その他の手当とは、扶養・地域・通勤・住居・管理職・特�
殊勤務・時間外勤務等の手当であり、職員全員には支給さ�
れない手当も含んでいます。

▽一般行政職の初任給

※�初任給は、卒
業後ただちに
採用された場
合の給料額で
す。

久 御 山 町
区 　 分

大 学 卒

高 校 卒

	 172,200 円	 184,200 円

	 140,100 円	 148,500 円

初 任 給 2年経過後

▽職員の平均給料月額・平均給与月額・平均年齢

※給料とは、扶養手当などの諸手当を含まないものです。
※�給与とは、給料と諸手当の合計額です。ただし、国の「平均給与」には特殊勤務手当、通
勤手当および超過勤務手当等の実費弁償または実績支給である給与を含んでいません。

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職
区　分

久御山町

国

平均給料 平均給与 平均年齢 平均給料 平均給与 平均年齢

	 324,197 円	 414,727 円	 43.2 歳	 293,860 円	 355,846 円	 42.6 歳

	 327,205 円	 397,723 円	 42.3 歳	 283,862 円	 321,662 円	 49.5 歳

▽一般行政職の級別職員数の状況

※本町の給与条例に基づく給料表の級別・役職別の職員数です。

区 　 分
部 長
課 長
課 長 補 佐
係長・総括主査
主査・主任
主 事
主 事 補
職 員 数 計
構 成 比

							       6 人	 6 人
						      13 人		  13 人
					     24 人			   24 人
				    16 人				    16 人
			   16 人	 3 人				    19 人
		  19 人	 1 人					     20 人
	 15 人							       15 人
	 15 人	 19 人	 17 人	 19 人	 24 人	 13 人	 6 人	 113 人
	 13.3％	 16.8％	 15.0％	 16.8％	 21.3％	 11.5％	 5.3％	 100％

1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 計

▽ラスパイレス指数

※�ラスパイレス指数は、町職員の構成が国と
同一の場合、国の給料額を100として求め
られる数値です。

区 分

指 数

	 21 年度	 22 年度

	 95.3	 97.2

▽ 地域手当の支給状況
 ［平成22年度一般会計決算額］

支 給 率

支 給 対 象 職 員 数

支 給 実 績

支給対象職員1人当たりの
平 均 支 給 年 額

6％

245 人

54,112 千円

220,865 円

▽特殊勤務手当の支給状況［平成22年度一般会計決算額］
区　　　分 全 職 種

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給実績
支給対象職員１人当たり平均支給年額
手当の種類

代表的な手当の名称

18.8％
15,195 千円
330,326 円
６種類

消防業務手当
じん芥収集作業手当

▽一般行政職の経験年数別給料

区 　 分

大 学 卒

高 校 卒

	 240,600 円	 288,400 円	 321,900 円

	 205,400 円	 240,600 円	 288,400 円

経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

▽ 時間外勤務手当の支給状況
 ［平成22年度一般会計決算額］

支 給 実 績

支給対象職員1人当たり
平 均 支 給 年 額

40,557 千円

224,072 円

▽退職手当の状況

　本町の勧奨退職は、勤続 20年以上で、年
齢 50 歳以上 59 歳以下の職員を対象とする
退職制度です。
　退職手当は、退職時の給料をもとに退職
理由と勤続年数、基礎在職期間において職
員が属していた職務の級によって支給額を
算出します。
　１人当たり平均支給額は、平成 22年度中
に退職した職員の平均支給額です。

久 御 山 町

（支給率）	 自己都合	 勧奨・定年
・勤続 20 年	 23.50 月分	 30.55 月分
・勤続 25 年	 33.50 月分	 41.34 月分
・勤続 35 年	 47.50 月分	 59.28 月分
・最高限度額	 59.28 月分	 59.28 月分

		  2,582 万円
・平均勤続年数		  36.89 年

・その他の
　　加算措置
・１人当たり
　　平均実支給額

 定年前早期退職特別措置
（定年前年数 1年につき2％加算）

▽特別職の報酬等の状況［平成23年度］

区　分 給 料 月 額 等

給

料

報

酬

期
末
手
当

町 長

副町長

議 長

副議長

議 員

町 長

副町長

議 長
副議長
議 員

		  817,000 円

		  679,250 円

		  395,000 円

		  325,000 円

		  290,000 円

	 6 月	 1.45 月分

	 12 月	 1.50 月分

	 計	 2.95 月分

	 6 月	 1.45 月分

	 12 月	 1.50 月分

	 計	 2.95 月分

▽扶養・住居・通勤手当の状況

久 御 山 町

扶

養

手

当

区
分

住 
居 
手 

当

通　

勤　

手　

当

☆扶養親族である配偶者	 13,000 円
☆配偶者以外の扶養親族
　・１人につき	 6,500 円
　・ただし、配偶者がいない
　　場合、そのうち１人	 11,000 円
☆ 16 歳から 22 歳までの子	 5,000 円加算

☆全ての職員	 1,000 円
　・ただし、新築・購入から
　　5年間	 　2,500 円 加算
☆借家
　・家賃額に応じ	 最高 27,000 円

☆片道 1㎞未満	 支給なし
☆交通機関等利用者	
　・運賃相当額≦ 55,000 円	 全額支給
 　（6ヵ月定期券で算出し、	
　　4月と 10 月に一括支給）
☆自動車等の利用者	
　・2㎞未満	 3,000 円
　・2㎞以上 3㎞未満	 6,000 円
　・3㎞以上 10㎞未満	
　　1㎞増す毎に	 600 円加算
　・10㎞以上 15㎞未満	
　　1㎞増す毎に	 500 円加算
　・15㎞以上 20㎞未満	
　　1㎞増す毎に	 400 円加算
　・20㎞以上 25㎞未満	
　　1㎞増す毎に	 300 円加算
　・25㎞以上	
　　1㎞増す毎に	 200 円加算

▽期末・勤勉手当（ボ−ナス）の支給割合［平成22年度］

区　分

6月

12 月

計

久 御 山 町
期 末 手 当 勤 勉 手 当

	 1.25 月分	 0.70 月分

	 1.35 月分	 0.65 月分

	 2.60 月分	 1.35 月分

▽部門別職員の状況

※�職員数は、一般職に属する職員数（教育長を含む）であり、地方公務員の身分を有する休職者・
派遣職員等を含み、臨時または非常勤職員は含んでいません。

一

般

行

政

部

門

区分
部門

職　員　数（人）
平成 22 年 平成 23 年

議 会

総 務

税 務

民 生

衛 生

農林水産

商 工

土 木

小 計

	 3	 2

	 36	 38

	 15	 15

	 52	 50

	 22	 22

	 7	 7

	 4	 5

	 14	 13

	 153	 152

特
別
行
政
部
門
公
営
企
業
等
会
計
部
門

区分
部門

職　員　数（人）
平成 22 年 平成 23 年

教 育

消 防

小 計

水 道

下水道

国保等

小 計

合 計

	 43	 43

	 39	 37

	 82	 80

	 10	 10

	 6	 5

	 6	 6

	 22	 21

	 257	 253

千円 千円 ％ 千円人

給与・定員管理等の状況

▽人件費の状況［平成２２年度一般会計決算額］▽ 職員給与費の内訳［平成23年度一般会計当初予算］

14億8,326万円
給与費

給料

期末・
勤勉手当

その他の手当

61.7％

9億1,474万円
（一人当り366万円）
9億1,474万円
（一人当り366万円）
61.7％

給料

22.8％

3億3,788万円
（一人当り
　135万円）

3億3,788万円
（一人当り
　135万円）

15.5％

2億3,064万円
（一人当り92万円）
2億3,064万円
（一人当り92万円）

22.8％

15.5％

期末・
勤勉手当

その他の手当
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基本的な勤務時間勤務時間の状況1

38 時間 45分

休暇の状況2
①年次有給休暇
　1年に 20日の年次有給休暇を付与されます。その年に取得できなかった休暇日数がある場合は、
20日を限度として翌年まで繰り越すことができます。

④育児休業及び部分休業
　育児休業等に関する制度を設けて子を養育する職員の継続的な勤務を促進し、もって職員の福祉
を増進するとともに、地方公共団体の行政の円滑な運営に資することを目的に「地方公務員の育児
休業等に関する法律」が制定されています。この法律により、3歳に満たない子を養育するために
休業する育児休業制度と、1日の勤務時間の一部について勤務しないことができる部分休業制度が
あります。

職員の取得状況（平成 22年）

平成 22年度中に新たに取得した職員数

②特別休暇

⑤介護休暇
　職員が配偶者、父母、子若しくは配偶者の父母等で、負傷、疾病または身体上若しくは老齢により2週間以上の期間にわたり日常生活を
営むのに支障があるものの介護をするため、勤務しないことが相当であると認められる場合、連続する6月の期間内において必要と認めら
れる期間、休暇を取得することができます。

分限処分の状況（平成 22 年度）1

懲戒処分の状況（平成 22 年度）2
　懲戒処分とは、職員の職務義務違反に対して、公務員の勤務関係の秩序を維持するために、
地方公務員法第 29条に基づきおこなう処分です。免職、停職、減給及び戒告の4種類があります。

　分限処分とは、公務の能率を維持し、適正な運用を確保するために、地方公務員法第 28条に
基づきおこなう処分です。主に、免職、降任、休職等の処分があります。

　地方公務員法第 33条には信用失墜行為の禁止、同法第 35条には職務に専念する義務、営利
企業等の従事制限を、職員に課しているほか、職員の服務規程に基づき、誠実、公正、民主的
かつ能率的に職務を遂行するよう努めています。

研修の実施状況（平成 22 年度）1
　社会環境の著しい変化に対応し、能率的・効率的で充実した行政運営を目ざすため、専門的知識と幅広い視野を兼ね備えた職員を養成します。

職員の健康管理・職場環境の状況1
　職員の健康の保持増進を図るとともに、職場の安全を確保するため、「労働安全衛生法」をはじめとする法令等に基づき安全衛生を管理する
ための体制や作業環境の整備、健康診断などを実施しています。

公務災害の状況
（平成 22 年度）

2

共済組合事業等の状況3
　職員の福利厚生として、財団法人京都府市町村職員厚生会と町職員互助会において福利厚生事業をおこなっており、町職員互助会は、年
会費 3,600円（町補助 3,600円）で会員相互の親睦事業を実施しています。

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

開始時刻 終了時刻 休憩時間
午前8時30分 午後5時15分 正午〜午後1時

育児休業 5人
部分休業 0人

年間平均取得日数 10.1 日

事　　 由 期　　 間
１　感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成10年法律第114号）の

規定に基づく交通の制限又は遮断により勤務が不可能となった場合

２　風水震火災、その他非常災害により、り災し、又は交通遮断等不可抗力の原因により勤
務不能となった場合

３　交通機関の事故等による不可抗力の場合

４　裁判員、証人、鑑定人、参考人等として官公署の呼出しに応ずる場合

５　選挙権、その他公民としての権利を行使し、義務を履行する場合

６　職員の結婚の場合

７　妊娠中の職員が高度の妊娠悪阻による場合

８　妊娠中の女性職員が勤務に利用する交通機関の混雑の程度又は当該職員の心身の状態か
ら母体又は胎児の健康保持に必要があると認められる場合

９　妊婦である職員が医師等の保健指導又は健康診査を受ける場合

10　職員の分べんの場合	 	 	 	 	 	
	 	

11　生理日に勤務することが著しく困難である場合

12　職員が生後満 1年に達しない子を育てる場合	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	

13　職員が幼児及び児童生徒の保育又は授業を参観する場合

14　明治 6年太政官達第 318号による父母の祭日の場合

15　職員の忌引の場合

16　夏季における心身の健康の維持及び増進又は家庭生活の充実を図る場合

17　配偶者が出産する場合		 	 	 	 	
	

18　職員が自発的に、かつ、報酬を得ないで次に掲げる社会に貢献する活動（専ら親族に対
する支援となる活動を除く。）を行う場合で、その勤務しないことが相当であると認め
られるとき。

(1)　地震、暴風雨、噴火等により相当規模の災害が発生した被災地又はその周辺の地
域における生活関連物資の配布その他の被災者を支援する活動

(2)　身体障害者療養施設、特別養護老人ホームその他の主として身体上若しくは精神
上の障害がある者又は負傷し、若しくは疾病にかかった者に対して必要な措置を
講ずることを目的とする施設であって町長が定めるものにおける活動

(3)　(1) 及び (2) に掲げる活動のほか、身体上若しくは精神上の障害、負傷又は疾病
により常態として日常生活を営むのに支障がある者の介護その他の日常生活を支
援する活動

19　小学校就学の始期に達するまでの子（配偶者の子を含む）を療育する職員が、その子の
看護（負傷し、又は疾病にかかったその子の世話を行うことをいう。）のため勤務しな
いことが相当であると認められる場合

20　職員が骨髄移植のための骨髄液の提供希望者としてその登録を実施する者に対して登録
の申出を行い、又は骨髄移植のため配偶者、父母、子及び兄弟姉妹以外の者に骨髄液を
提供する場合で、当該申出又は提供に伴い必要な検査、入院等のため勤務しないことが
やむを得ないと認められる場合

21　その他町長が定める場合

その都度必要と認められる期間	 	 	 	 	
	

その都度必要と認められる期間	 	 	 	 	
	 	

その都度必要と認められる期間

その都度必要と認められる期間

その都度必要と認められる期間

7日以内

その都度必要と認められる期間

正規の勤務時間等の始め及び終わりにおいてそれぞれ 30分以内。ただし、交通機関等の関
係からやむを得ないと認められる者については、1日 1回 60分の範囲内とする。

1回につき 1日を超えない範囲内でその都度必要と認められる期間

出産予定日 8週間（多胎妊娠の場合にあっては 14週間）前の日から産後 8週間を経過する
までの期間

1回について 3日以内で必要とする期間

1日 2回各 45分。ただし、通勤時間等の関係によりやむを得ないと認められる者について
は、1日 1回 90分の範囲内においてやむを得ないと認められる期間（男性職員にあっては、
その子の当該職員以外の親が当該職員がこの休暇を使用しようとする日におけるこの休暇（こ
れに相当する休暇を含む。）を承認され、又は労働基準法（昭和 22年法律第 49 号）第 67
条の規定により同日における育児時間を請求した場合は、1日 2回それぞれ 45分から当該
承認又は請求に係る各回ごとの期間を差し引いた期間を超えない期間）

1月に 1回参観に必要な時間
慣習上、最小限度必要と認められる期間

親族に応じて 1〜 10日で必要と認められる期間

7月から 9月の期間内に原則として連続する 4日間（週休日及び休日を除く。）

出産のための入院等の日から出産の日後 2週間の期間内に 3日間。ただし、やむを得ない事
情がある場合は 5日間

1暦年において 5日以内	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	

1 暦年において 5日以内	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	

その都度必要と認められる期間	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	

町長が定める期間

職員の分限及び懲戒処分の状況

病気を理由とする休職 4人

懲戒処分の状況 1人

職員の服務の状況
営利企業等従事許可の状況 16人

職員の研修の状況

区　　分

集合研修

派遣研修

研 修 名・ 派 遣 先 等 受講者数

607人

57人

新規採用職員研修、普通救命講習会、接遇研修、教養研修（ＫＥＳ）、町長懇談会、人権啓発研修、	
職員交通安全講習会、職場労働安全講習会
新規採用職員研修、５年目職員研修、新任係長研修、人事評価研修、法制執務、税務担当職員初任者研修、
納税事務研修、行政経営研修、全国市町村国際文化研究所ほか

職員の福祉及び利益の保護の状況

認定件数
2件

公務災害
2件

通勤災害
0件

内訳

一週間の勤務時間

③病気休暇
　負傷または疾病のため療養する必要があり、その勤務しないことがやむを得ないと認められる場合に、90日の範囲内で必要と認められる
期間を取得することができます。

公平委員会の概要1
　公平委員会は、地方公務員法第7条第3項の規定により設置されており、その権限は同法第8条第2項において次のように定められています。
・職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する措置を審査・判定し、必要な措置を執ること。
・職員に対する不利益な処分についての不服申立てに対する裁決又は決定をすること。

公平委員会の業務の状況（平成 22 年度）2

公平委員会の状況

勤務条件に関する措置の要求の状況
不利益処分に関する不服申立ての状況

0件
0件

業務の内容
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2011 Kumiyama

国民文化祭「野の恵み」用コロッケ試作販売
（10月 10日・中央公園）

2011 Kumiyama
佐山まなび塾（10月16日・佐山中道）

2011 Kumiyama

玉田神社還幸祭（1
0月9日・玉田神社

（森））

平成 23 年 9 月 15 日から 10 月 14 日までの受付分（敬称略）

みんなが主役 
まちの話題 ! あ・れ・こ・れ

2011 Kumiyama

第20回町自衛消防隊訓練大会（10月7日・中央公園）

2011 Kumiyama
「こども警察官」による高齢者向け街頭啓発（9月22日・中央公民館）

▲ドッチビーで交流を深める参加者▲選手の頑張りに応援の熱も上がる ▲西川住職から精進料理の心を学ぶ参加者

▲おやつに向けて急げ

▲力強い選手宣誓 ▲ソーレの声とともに踏ん張れ

▲白熱した男女混合リレー

▲ゴールに向けてガンバレ

東一口自治会が総合優勝
　10 月 10 日、すがすがしい秋空の下、第 45 回町民運
動会が中央公園野球場でおこなわれ、約3,000人がスポー
ツの秋を満喫し、さわやかな汗を流しました。
　開会式では、野村の黒川蒼汰くんと大宮有理子さんが、

「正々堂々と戦います」と選手宣誓をおこないました。各競
技では、「玉入れ」で野村自治会が京都ギネス最高の 70 個
に迫る 66 個をいれたり、「男女混合対抗リレー」で佐山自
治会と市田自治会が競い合うなど、白熱した競技が繰り広げ
られました。自治体対抗種目の結果は、次のとおりでした。

【総合成績】①東一口 ②相島 ③栄 3・4 丁目　【リレーボー
ル】①東一口 ②栄 3・4 丁目 ③相島　【綱引き】①藤和田
②相島 ③東一口　【くみやま短距離王決定戦】（女子の部）
①東一口（小西葵絵）②佐山（山下華蓮）③林（寺井万貴）

（男子の部）①島田（谷本雄大）②東一口（川﨑継太）、栄
3・4 丁目（平野達也）③東佐山団地（井上流太朗）　【玉入
れ】①野村 ②相島 ③栄 3・4 丁目　【男女混合対抗リレー】
①佐山 ②市田 ③東一口

長
おさ

村
むら

  翔
しょう

騎
き

ちゃん 
（平成22年12月 17日生）
笑顔がトレードマークの翔ちゃん。

もうすぐ一歳。これからも元気一杯でね。
藤和田　父 泰之さん・母 祐子さん

 大
おお

住
すみ

  陸
りく

翔
と

ちゃん 
（平成22年10月 18日生）
かわいいかわいいりくとくん☆
元気にたくましく育ってね☆

藤和田　父 幸平さん・母 知子さん

一緒に楽しくスポーツをしようよ！
　10 月１日、スポーツ少年団の交流会と加入促進会が、総合
体育館で開催され、130 人がドッチビーを楽しみました。
　交流会では、最初に各クラブの団員が、少年団に未加入の児
童に競技の良さを説明し、「一緒に楽しくスポーツをしよう」
と呼びかけました。そのあとのドッチビー大会では、子ども
たちの元気な声が体育館内に響き渡り、楽しく交流を深めま
した。なお、今号 14 ページにスポーツ少年団の紹介と募集
を掲載しています。

禅的エコライフと精進料理を習う

 津
つ

村
むら

  琉
りゅう

成
せい

ちゃん 
（平成21年8月21日生）
いつもニコニコ笑顔の琉ちゃん♥
これからも優しい子に育ってね！

大橋辺　父 裕也さん・母 柚香里さん

　9 月 29 日、第 2 回省エネ学習会が開催され、参加者 16
人が臨済宗東林院の西川玄房住職から禅的エコライフの講和
と精進料理を習いました。
　講和では、冷房をつけて同時にひざ掛けをしたり、体を冷
やす夏野菜を食べずに、体を温める季節外れの食べ物を食べ
たりと無駄なことが多い現代人の生活を指摘し、精進料理も
日常生活も「無駄を省いて手間を省かない」ことが一番大事
と話され、参加者は西川住職の講話に聞き入っていました。

第 45 回町民運動会
中央公園野球場

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご  

結  
婚

お  

誕  

生

地
区
名

夫
の
氏
名

妻
の
氏
名

島　

田	

峠　

健
太
郎　

	

峠　
　

桂
子

東
一
口	

二
木　

聖
吾	

二
木　

琴
世

佐　

山	

上
田　

靖
徳	

上
田 

祐
末
子

　

林	

村
田　

章
紘	

村
田 

こ
ず
え

　

栄	

松
田　

泰
浩	

松
田　

尚
美

地
区
名

出  

生  

児

父 

・ 

母

東
一
口	

岸　
　

慎ま
な

斗と	

泰
史
・
理
恵

佐　

山	

永
尾　

鷹た
か	

正
和
・
亜
紀
子

　

〃	

三
谷　

暁あ
き

人と	

智
彦
・
真
子

　

林	

伴　
　

橙だ
い

樹き	

忠
資
・
麻
衣
子

スポーツ少年団交流会・加入促進会
総合体育館

省エネ学習会
妙心寺塔頭東林院（右京区）
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行政ニュース 

　

先
の
戦
争
で
尊
い
生
命
を
失
わ
れ
た
戦

没
者
を
追
悼
し
、
永
遠
の
平
和
へ
の
誓
い
を

新
た
に
す
る
た
め
、
戦
没
者
追
悼
式
を
お
こ

な
い
ま
す
。

　

第
１
部
は
追
悼
式
典
を
、
第
２
部
で
は

フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
の
高
石
と
も
や
さ
ん

の
講
演
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

ご
遺
族
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
方
も
、
多

数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
へ
は
、
次
の
と
お
り
送
迎
バ
ス
（
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
）
を
運
行
し
ま
す
の
で
、
左
記

の
最
寄
り
の
バ
ス
停
等
か
ら
ご
乗
車
く
だ

さ
い
。

日
時
／
11
月
８
日
㈫　

午
後
１
時
～
４
時

会
場
／
中
央
公
民
館

内
容
／
第
１
部
「
追
悼
式
典
」

第
２
部　

高
石
と
も
や
講
演
会

「
戴

い
た
だい

た
命
を
と
も
に
生
き
き
る
」

※
１
部
・
２
部
と
も
入
場
無
料
で
す
。

 

問
い
合
せ
／
社
会
福
祉
課

▼追悼式送迎バス発車時刻・場所一覧表

号車 発車時刻 場　　　　所

1

12：00
12：05
12：07
12：09
12：11
12：12
12：14
12：23
12：28
12：30
12：09
12：12
12：18
12：19
12：20
12：07
12：12
12：13
12：14
12：16
12：17
12：18
12：20
12：10
12：13
12：18
12：19

相島北バス停
東一口橋南西（ローソン西側）
前川橋バス停
排水機場前バス停
西一口バス停
相島西バス停
中島バス停
大橋辺公民館向側
北川顔バス停（大久保方面）
藤和田バス停（大久保方面）
旧市田バス停
市田バス停
村東バス停
御牧バス停
坊之池バス停
林バス停（大久保方面）
新成田バス停（西向き）
栄町バス停（西向き）
西栄町バス停（西向き）
久御山団地バス停ロータリー
久御山団地南バス停（東側）
佐山東代バス停（淀方面）
佐山バス停（淀方面）
佐古バス停（東向き）
佐山小学校前
下津屋口バス停（淀方面）
下津屋バス停（淀方面）

3

2

4

　町交通安全対策協議会（尾﨑圴会長）では、交通安全啓発ポスターの審査会を９月
12日に開催しました。応募のあった 305 点を厳正に審査し、優秀賞 10点と佳作 20
点を選びました。
　優秀賞の作品は、交通安全啓発バースデーカードに印刷し、65歳以上の高齢者に贈
るほか、町民文化祭やふるさとフェア久御山の会場でも展示を予定しています。
　入選者は、次のみなさんです。　＝敬称略・順不同＝

東角小学校　３年
大垣　創之

東角小学校　４年
池田　虎之介

御牧小学校　４年
小嶋　杏菜

御牧小学校　４年
佐野　勇翔

佐山小学校　４年
上田　愛華

佐山小学校　３年
中村　竜馬

東角小学校　４年
村上　郷

東角小学校　３年
連記　滉平

佐山小学校　４年
狛林　みゅう

御牧小学校　３年
山田　倫太朗

御牧小学校　3年　翁長　純菜
　　〃　　　3年　中村　清香
　　〃　　　3年　三日月穂花 
　　〃　　　4年　中務　俊亮
　　〃　　　4年　弓指　一心
　　〃　　　4年　　川　　慧
佐山小学校　3年　石原　幸弥
　　〃　　　3年　坂　　美悠
　　〃　　　3年　平岡　柚芽
　　〃　　　3年　藤井　はな
　　〃　　　3年　森口　直哉
　　〃　　　4年　藤村理華子
　　〃　　　4年　　田りんか
東角小学校　3年　岩﨑　眞奈
　　〃　　　3年　木野　祥菜
　　〃　　　3年　國保真由子
　　〃　　　3年　田口祐一朗 
　　〃　　　3年　渡　ひなの
　　〃　　　4年　奥田　茉那
　　〃　　　4年　嶋田美藍琉

　昭和 57年１月１日以前に建てられた住宅を平成 27
年 12月 31 日までに、建築基準法に基づく現行の耐震
基準に適合するよう改修工事（１戸あたり工事費 30万
円以上のものに限る）をされたときは、改修住宅の固
定資産税のうち 120 平方㍍までの税額が、２分の１に
減額されます。
■減額期間
　改修工事が完了した年の翌年度分から工事完了時期
に応じた期間です。

■適用範囲
　減額の適用となる対象床面積は、１戸あたり 120 平
方㍍までです。

【固定資産税の減額例】
  例１	昭和 47 年建築の木造
２階建ての延べ床面積 115平方
㍍の住宅で、課税標準額が 200
万円の場合
　固定資産税の年額が 14,000 円減額されます。
○算出方法
  2,000,000 円× 1.4％× 1/2 ＝ 14,000 円
※固定資産税率は、1.4％です
  例２	 昭和 55 年建築の鉄骨造２階建ての延べ床面積
200平方㍍の住宅で、課税標準額が 400万円の場合
　固定資産税の年額が 16,800 円減額されます。
○算出方法
  4,000,000 円× 1.4％× 120/200 × 1/2 ＝ 16,800 円
■申請方法
　減額を受けようとする人は、耐震改修後３か月以内に現
行の耐震基準に適合した工事であることの証明書（建築士
等が発行）および耐震改修に要した費用を証する書類を添
えて税務課へ。
問い合わせ／税務課

工事完了時期
①平成22年１月１日～24年12月31日までの改修
②平成25年１月１日～27年12月31日までの改修

減額期間
翌年度から２年度分
翌年度分

床　面　積
１戸あたりの床面積が
120平方㍍以下のもの
１戸あたりの床面積が
120平方㍍を超えるもの

減　額　率
固定資産税額の２分の１

120平方㍍分の固定資産税
額の２分の１

11
月
８
日
㈫

　

午
後
１
時
〜
４
時

中
央
公
民
館

日時会場

交通安全啓発
　ポスター入選作品

たくさんの
ご応募ありがとうございました。

優秀賞

佳作

ポリスまろん

住宅耐震改修の固定資産税の減額制度



15
広報くみやま平成23年 11月 1日

　

長
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到
来
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人
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懸賞金当選メール

「懸賞金が当たった」とメールがきても、絶対にお金を
支払わないで！
　「携帯電話に懸賞サイトや出会い系サイトからもしくは
封書等で、数百万円～数千万円の懸賞金が当たったと連絡
が入り、その懸賞金をもらうために必要だと言われ、お金
を支払ったが、結局懸賞金はもらえない」という相談が全
国の消費生活センターに寄せられています。
 相談事例
　登録した覚えのない出会い系サイトから「1,000 万円の
懸賞金が当たった」とメールが届いた。懸賞金の受け渡し
をするためには手続きが必要で、その手続きの内容が書い
てあるメールを見るには、ポイントを購入する必要があっ
た。手続きには時間制限があり、時間内に手続きを終えな
いと手続きの最初に戻ってしまい、懸賞金をもらう段階に
なかなか到達できないので、やめようとすると、「やめた
らもったいない」というメールがきた。
　業者の言うとおりにしていると、ポイントをたくさん消
費してしまい、クレジットカードや現金で約 260 万円も

使ってしまった。どうしたらよいか。
　携帯電話では、お金を支払ったという証明ができないこ
とや相手の所在がわからないため、お金を取り戻すのが困
難であることがこの手口での大きな問題です。
●消費者へのアドバイス
・懸賞金が当たったという連絡がきても、絶対にお金を支
払わない。
・懸賞金の受け取りのためといって口座や個人情報を教え
ない。
・執拗にメールがきて困るときは、メールアドレスを変更
して対応する。
・お金を支払ってしまったときは、次々と請求がくること
があるが、請求には応じない。

　トラブルに巻きこまれたら、１人で悩まず、京都府消費
生活安全センター☎ 075（671）0004、京都府山城広域
振興局商工労働観光室☎ 0774（21）2426 または町産業
課へご相談ください。

心
肺
蘇
生
の
実
施
と
救
急
車
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

要
請
を
！

　

子
ど
も
は
、
気
道
閉
塞
や
呼
吸
障
害
な
ど

が
原
因
で
心
肺
停
止
と
な
る
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。
人
間
の
脳
細
胞
は
数
分
間
血
液
が

流
れ
ず
に
酸
素
が
不
足
す
る
と
、
そ
の
後
ど

ん
な
に
病
院
で
治
療
を
お
こ
な
っ
て
も
回
復

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
事
故
が
起
き
た
場
所
で
の
応
急

手
当
が
大
切
で
す
。
救
助
者
が
１
人
し
か
い

な
い
場
合
、
反
応
が
な
け
れ
ば
、
ま
ず
心
肺

蘇
生
を
２
分
間
（
胸
骨
圧
迫
30
回
・
人
工
呼

吸
２
回
を
５
サ
イ
ク
ル
程
度
）
お
こ
な
う
こ

と
を
、
１
１
９
番
通
報
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
手
配
よ
り

優
先
し
て
く
だ
さ
い
。
救
急
車
は
、
ど
ん
な

に
早
く
て
も
５
～
６
分
は
か
か
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
ん
な
と
き
、
命
を
守
る
た
め
胸
骨

圧
迫
、
気
道
確
保
、
人
工
呼
吸
な
ど
の
心
肺

蘇
生
法
を
救
急
隊
が
来
る
ま
で
お
こ
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

周
り
に
人
が
い
る
場
合
は
、
１
１
９
番
通

報
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
手
配
を
周
り
の
人
に
依
頼
し
て

心
肺
蘇
生
を
は
じ
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

65

　町内では、７団体のスポーツ少年団が、各種目に仲良く楽しく、また時には厳しく
活動しています。スポーツ少年団では、一緒に活動する子どもたちを募集しています。
みんなで一緒にスポーツを楽しみましょう。詳しくは、社会教育課へお問い合わせく
ださい。

　空手道を通して心技体のバランスが
とれた人間形成と生涯スポーツを旨と
して日々の稽古にはげんでいます。
日時／月・金曜日　午後６時30分～
場所／佐山小学校体育館

　スポーツ振興としてバドミントン
競技に興味、関心を持たせて選手の
育成をおこなっています。基本とな
る技術の習得をはじめ、
ジュニア期のトレーニ
ングにより運動能力を
伸ばしています。
日時／木曜日　午後６時 30分～
場所／久御山総合体育館

　初心者から有段者まで、楽しく練習
できる道場です。
日時／月・金曜日　午後７時～
場所／光福寺（市田）

　「礼儀・感謝・尊敬・強い心・助
け合い、自分に自信を持って」をポ
リシーに、日々練習に励んでいます。
日時／土曜日　午後１時～
　　　日曜日・祝日　午前９時～
場所／佐山小学校

　辛い練習でも我慢、忍耐を持って
続けていると必ず結果がついてくる
と教えています。剣道を習う子ども
は減りましたが、「剣道の良さ」を
今後も教えていきたいと思います。
ホームページも見てください。
http://www.geocities.jp/kyoto_	
kumiyama_shinbukan/
日時／火曜日　午後５時～
　　　土曜日　午後２時～
　　　日曜日　午前９時 30分～
場所／佐山小学校体育館
日時／月・木・金曜日　午後５時～
場所／西小倉小学校体育館

　サッカーを通じて自主性を身につ
ける」をモットーに、心身両面の健
全な育成を目標に活動しています。
　ホームページも見てください。
http://bisons.21jp.com/
日時／土曜日　午後１時 30分～
　　　日曜日、祝日　午前９時～
場所／東角小学校

　「知」「徳」「体」の調和のとれた
子どもたちの育成を目指していま
す。
日時／土曜日　午後１時 30分～
　　　日曜日、祝日　午前９時～
場所／東角小学校および御牧小学校

あなたの入団を
待ってます～

子
ど
も
の
救
急
⑦

意
識
が
な
い

空手道

同志館佐山
空手道

鸞風舎久御山

バドミントン

久御山シャトルキッズ

野球

久御山ライオンズ

剣道

京都久御山真武館

野球

久御山バッファローズ

サッカー

久御山バイソンズ FC

子どもの心肺蘇生の手順

　呼びかけて反応を確認する。新生児や乳児には足の裏を
叩いて確認する。

ただちに胸骨圧迫を開始

反応なし

呼吸なし

ＡＥＤ装着 ＡＥＤの音声ガイダンスに従って操作し
てください。

※強く・早く・絶え間ない胸骨圧迫を救急隊に引き継ぐま
　でおこないます。

呼吸の確認
（10秒以内に）

大声で叫び応援を呼ぶ
救援者が１人のときは、心肺蘇生を
２分間おこなってから 119番通報

呼吸がある

気道確保
応援・救急隊を待つ
回復体位を考慮する

○押す位置は胸の真ん中で（乳児は指２本で、小児は

片手でも両手でもかまわない）おこなう。

○押す強さは、胸の厚みの１／３を目安におこなう。

○押す速さは、絶え間なく１分間に少なくとも 100 回

くらいのペースで。（中断を最少にする）

○胸骨圧迫を 30回おこなった後、気道確保をする。

○人工呼吸が出来るときは、30：２で胸骨圧迫に人工

呼吸を加える。人工呼吸ができないか、ためらわれ

るときは、胸骨圧迫のみをおこなう。
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2011
November11

図
書
館

【
開 

館 

時 

間
】

【
休   

館   

日
】

火
〜
金
曜
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

１
日
㈫
・
７
日
㈪
・
14
日
㈪
・
21
日
㈪
・

28
日
㈪
・
30
日
㈬

図
書
館

　

い
き
い
き
健
康
教
室
（
運
動
編
）

　

町
で
は
、「
運
動
っ
て
こ
ん
な
に
楽
し
い

も
の
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
い
き
い
き
健
康
教

室
を
開
き
ま
す
。
生
活
の
中
で
身
近
に
簡
単

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
運
動
か
ら
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
ベ
ッ
ド
の
よ
う
な
大
き
な
ボ
ー
ル
を

使
っ
た
運
動
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

日
時
／
11
月
29
日
㈫
、
12
月
６
日
㈫
、
15
日

㈭　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
午
前
９
時
30
分
か
ら
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

を
お
こ
な
い
ま
す
。

場
所
／
総
合
体
育
館

対
象
／
町
内
在
住
で
お
お
む
ね
20
歳
以
上
の

人

講
師
／
荒
井
敏
江
さ
ん

定
員
／
先
着
20
人

持
ち
物
／
上
靴
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル
・
健
康

手
帳
な
ど

※
運
動
が
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
へ
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室

　

町
で
は
、
骨
の
健
康
の
た
め
骨
粗
し
ょ
う

症
予
防
教
室
を
開
き
ま
す
。

日
時
／
11
月
22
日
㈫　

①
午
前
９
時
30
分
～

正
午
、
②
午
後
１
時
30
分
～
４
時　

平

成
24
年
１
月
17
日
㈫　

③
午
前
10
時
30

分
～
午
後
２
時

場
所
／
①
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル　

②
・
③
保
健

セ
ン
タ
ー

定
員
／
①
・
②
25
人
、
③
は
①
・
②
の
参
加

者
か
ら
20
人

内
容
／
①
・
②
骨
密
度
測
定
、
栄
養
の
話
、

運
動
実
践
、
個
別
指
導
、
試
食
等　

③

調
理
実
習
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど

対
象
／
町
内
在
住
で
20
歳
～
64
歳
の
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
２
日
㈬
か

ら
長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可

※
①
・
②
は
、
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
骨
密
度
は
裸
足
で
測
定

し
ま
す
。

　

難
病
相
談
（
膠
原
病
）

　

府
山
城
北
保
健
所
で
は
、
膠
原
病
お
よ
び

そ
の
疑
い
が
あ
る
人
や
そ
の
家
族
を
対
象
に

難
病
相
談
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時
／
12
月
５
日
㈪　

午
後
１
時
～
３
時
30

分

場
所
／
府
山
城
北
保
健
所
（
宇
治
市
）

対
象
／
膠
原
病
お
よ
び
そ
の
疑
い
が
あ
る
人

や
そ
の
家
族

※
膠
原
病
と
は
、
免
疫
の
異
常
な
ど
で
皮
膚
、

関
節
、
筋
肉
、
血
管
な
ど
に
病
変
が
生
じ

る
病
気
で
す
。
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ

ス
、
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
強
皮
症
、
多

発
性
筋
炎
な
ど

内
容
／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
と
指
導
・

助
言

担
当
医
師
／
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

宇
多
野
病
院　

リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
内

科
診
療
部
長　

柳
田
英
寿
医
師

定
員
／
６
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
11
日
㈮

か
ら
同
保
健
所
☎
０
７
７
４
（
２
１
）

２
９
１
１
へ
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト

　

い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
は
、
年
に
２
回
ア
ウ

ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
秋
の
紅
葉
を
た
っ
ぷ
り
と
堪
能

し
ま
す
。
宇
治
の
神
社
や
山
、
川
ま
で
、
も

み
じ
の
色
に
染
め
ら
れ
た
景
色
を
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
一
緒
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
11
月
20
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
４

時
30
分
（
雨
天
中
止
）

集
合
／
Ｊ
Ｒ
新
田
駅

費
用
／
２
，
０
０
０
円
（
Ｊ
Ｒ
新
田
駅
か
ら

の
交
通
費
、
神
社
の
入
場
料
含
む
）

※
昼
食
は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
歩
行

距
離
は
５
㎞
程
度
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
い
き
い
き
ホ
ー

ル
へ
。

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

種
目
／
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　
　

①
推
薦　

②
一
般

対
象
／
い
ず
れ
も
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
、

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校

卒
業
者
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期

課
程
修
了
者
（
平
成
24
年
３
月
見
込
み

■材料（４人分）
154

親子そぼろごはん

453㌔カロリー /１人分

食生活改善推進員協議会「久味の会」

ご飯････････････････････600 グラム

（茶碗 4杯分）

鶏ミンチ････････････････200 グラム

しょうゆ･･････････････････大さじ２

砂糖･･････････････････････大さじ２

卵････････････････････････････４個

グリンピース･･････････････大さじ２

サラダ油･･････････････････････少々

作り方 

①　フライパンに油を引き、溶きほぐ

した卵をそぼろにする。

②　鶏ミンチを油少々で炒め、調味料

で味付けをしてそぼろにする。

③　グリンピースを塩少々入れた熱湯

で色よく茹で、冷水にとって色止め

する。

④　丼にご飯を入れ、①②を半分ずつ

のせる。

⑤　④に③を飾って出来上がり。

※グリンピースの代わりに絹さやの細

切りなどでもよい。

今
月
の
テ
ー
マ
図
書

∧
読
ん
で
満
腹
！
〝
野
の
恵
み
〟
久
御
山
町

　

食
の
再
発
見　

と　

お
い
し
さ
味
わ
う
物
語
∨

　

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
国
民
文
化
祭
と
読
書
週
間
期
間
を
含
め
て
特
別
展
示
を
お

こ
な
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

オ
ス
ス
メ
本

「
ま
る
ご
と
京
野
菜
」

田
中
大
三
／
監
修

　

千
年
以
上
も
前
か
ら
食
べ
ら
れ
て
き
た
京
の
伝
統
野
菜
や
、京
の
ブ

ラ
ン
ド
産
品
と
認
定
さ
れ
た
京
野
菜
を
紹
介
。京
野
菜
の
味
わ
い
や
栄

養
価
等
、
日
々
の
食
卓
を
一
層
彩
り
よ
く
す
る
情
報
満
載
で
す
。

「
食
堂
か
た
つ
む
り
の
料
理
」

小
川
糸
・
オ
カ
ズ
デ
ザ
イ
ン
／
著

　

小
説『
食
堂
か
た
つ
む
り
』に
登
場
す
る
メ
ニ
ュ
ー
を
再
現
。
小
説
で

は
、「
食
べ
た
人
に
小
さ
な
奇
跡
を
お
こ
す
料
理
」
と
し
て
評
判
に
な
っ

た
レ
シ
ピ
で
す
。

☆
雑
誌
・
図
書
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　

保
存
期
間
の
過
ぎ
た
雑
誌
や
除
籍
し
た
図
書
を
、
国
民
文
化

祭
で
無
償
で
お
分
け
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
５
日
㈯
～
６
日
㈰

※
期
間
中
で
も
、
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

場
所
／
中
央
公
民
館
前

配
布
冊
数
／
10
冊
以
内
（
た
だ
し
、
雑
誌
は
５
冊
ま
で
）

☆「
第
10
回
子
ど
も
読
書
絵
て
が
み
コ
ン
テ
ス
ト
」

入
選
作
品
展

　
「
子
ど
も
読
書
の
日
」（
４
月
23
日
）
の
啓
発
事
業
と
し
て
、
府
教

育
委
員
会
と
府
図
書
館
協
議
会
の
主
催
で
お
こ
な
わ
れ
、
府
内
各
地

か
ら
多
く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

※�

入
選
作
品
以
外
の
町
内
出
品
者
の
全
作
品
も
図
書
館
で
鑑
賞
で
き

ま
す
。

期
間
／
11
月
２
日
㈬
～
９
日
㈬

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
２
階
展
示
ロ
ビ
ー

新
着
図
書
の
紹
介

☆
仇
討
ち
の
客（
高
瀬
川
女
船
歌
）

（
澤
田
ふ
じ
子
著
）

　

父
の
敵
を
探
し
て
旅
す
る
大
炊
助
と

母
、
下
僕
の
一
行
は
、
金
に
窮
し
て
旅

籠
「
柏
屋
」
に
逗
留
す
る
こ
と
に
。

☆
平
成
猿
蟹
合
戦
図（

吉
田
修
一
著
）

　

轢
き
逃
げ
事
件
で
自
首
し
た
男
は
、

バ
ー
テ
ン
の
純
平
が
目
撃
し
た
犯
人
と

は
別
人
だ
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
ホ
ス

ト
の
朋
生
は
、
事
件
を
調
べ
始
め
る
。

☆
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
お
針
子

（
ケ
イ
ト
・
ペ
ニ
ン
ト
ン
作
）

　

女
王
暗
殺
の
陰
謀
を
偶
然
知
っ
た
お

針
子
の
メ
ア
リ
ー
が
、
女
王
を
救
お
う

と
奔
走
す
る
冒
険
物
語
。

☆
ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
ぱ
ん
や
さ
ん

　
（
な
か
や
み
わ
作
）

　

人
気
の
ぱ
ん
や
さ
ん
の
パ
パ
と
マ
マ

に
は
、
パ
ン
作
り
で
あ
る
悩
み
が
。
そ

こ
で
子
ど
も
達
は
夜
中
に
こ
っ
そ
り

…
。

☆
読
書
週
間
（
10
月
27
日
㈭
～
11
月
９
日
㈬
）

　

標
語
『
信
じ
よ
う
、
本
の
力
』

含
む
）

※
①
の
み
中
学
校
長
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

長
の
推
薦
等
が
別
途
必
要

受
付
期
間
／
①
11
月
１
日
～
12
月
16
日

　
　

②
11
月
１
日
～
平
成
24
年
１
月
６
日

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
／
宇
治
地
域
事

務
所
（
宇
治
市
広
野
町
西
裏
１
０
０
─

３
０
コ
メ
ウ
ビ
ル
２
Ｆ
）
☎
０
７
７
４

（
４
４
）
７
１
３
９

モラロジー生涯学習セミナーのご案内
心豊かな人生、楽しい家庭、明るい職場、住みよい社会を作るための
日々の心づかいと行いのあり方をともに考えてみませんか
開催日：12 月 2 日㈮・3 日㈯　会場：久御山町役場５階コンベンションホール

主催：公益財団法人　モラロジー研究所
問合せ先：久御山モラロジー事務所　久御山町相島正蓮寺5-1　田口嗣郎方
　　　　　　　代表世話人　勝田安一　☎：075−632−3220　090−3979−4237
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荒
見
苑
の
教
室

▼
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い

　

高
齢
者
の
親
睦
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
を
開
き
ま
す
。

日
時
／
12
月
１
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
～
午

後
３
時
30
分

場
所
／
荒
見
苑

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

定
員
／
先
着
１
０
０
人

費
用
／
２
，
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
２
日
㈬
か

ら
同
苑
へ
。
電
話
可

▼
草
花
教
室

　

高
齢
者
を
対
象
に
草
花
教
室
を
開
き
ま
す
。

お
正
月
用
の
寄
せ
植
え
を
つ
く
り
ま
す
。

日
時
／
12
月
12
日
㈪
・
13
日
㈫　

ど
ち
ら
も

午
後
２
時
～
３
時

場
所
／
荒
見
苑

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

定
員
／
各
先
着
20
人

費
用
／
１
，
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
２
日
㈬
か

ら
同
苑
へ
。
電
話
可

　

い
き
い
き
ハ
ツ
ラ
ツ
塾

　

健
康
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
お
こ

な
っ
て
い
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど
に

よ
る
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
荒
見
苑
、
楽

生
苑
、
ま
ち
の
駅
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
で

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

日
時
／
毎
月
第
１
・
第
２
・
第
３
火
曜
日
の

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
１
回
だ
け
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

場
所
／
第
１
火
曜
日　

荒
見
苑
、
第
２
火
曜

日　

楽
生
苑
、
第
３
火
曜
日　

ま
ち
の
駅

ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま

※
３
月
は
、
第
３
火
曜
日
を
第
４
火
曜
日
に

変
更

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

内
容
／
介
護
予
防
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン

「
サ
ッ
ソ
ウ
い
き
い
き
体
操
」
や
介
護

予
防
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
「
元
気

ハ
ツ
ラ
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
な
ど

費
用
／
１
回
に
つ
き
１
０
０
円

定
員
／
24
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
同
ホ
ー
ル
へ
。

　

京
都
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

２
０
１
１
見
学
会

　

町
で
は
、
12
月
10
日
㈯
に
開
か
れ
る｢

京

都
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１｣

の
見

学
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
保
護
活
動
を
し
て
い
る
団
体
な
ど
が
参

加
し
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
環
境
問
題
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
／
12
月
10
日
㈯　

午
前
９
時
か
ら

※
中
央
公
民
館
前
に
午
前
９
時
ま
た
は
総
合

体
育
館
前
に
午
前
９
時
15
分
に
集
合
。
バ

ス
で
会
場
へ
移
動
し
ま
す
。

場
所
／
京
都
府
総
合
見
本
市
会
館
（
パ
ル
ス

プ
ラ
ザ
）

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
地
球
温

暖
化
問
題
に
関
心
の
あ
る
人
（
小
学
生

以
下
の
子
ど
も
は
、
保
護
者
同
伴
）

※
参
加
さ
れ
た
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
に

は
、
啓
発
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

内
容
／
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
約
２
時
間
見

学
し
ま
す
。

定
員
／
先
着
25
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
１
日
㈫
か

ら
12
月
２
日
㈮
ま
で
に
、
環
境
保
全
課

へ
。

　

女
性
消
防
団
員

　

町
女
性
消
防
団
員
に
、
平
成
24
年
度
か
ら

入
団
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

災
害
の
な
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
、
あ
な
た
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

応
募
資
格
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上

の
健
康
な
女
性
（
長
期
に
わ
た
っ
て
活

動
で
き
る
お
お
む
ね
50
歳
ぐ
ら
い
ま
で

の
人
）

募
集
人
員
／
２
人
（
応
募
多
数
の
と
き
は
、

面
接
な
ど
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。）

活
動
内
容
／
火
災
予
防
、
地
震
防
災
な
ど

の
広
報
啓
発
活
動　

消
防
団
・
消
防
署

が
お
こ
な
う
各
種
行
事
へ
の
参
加　

高

齢
者
や
身
体
障
害
者
宅
へ
の
防
火
訪
問

　

災
害
発
生
時
に
お
け
る
被
災
者
の
保

護
・
救
護

待
遇
／
①
年
間
一
定
額
の
報
酬
や
出
動
手
当

て
を
支
給
し
ま
す
。
②
制
服
や
作
業
服

を
貸
与
し
ま
す
。
③
表
彰
や
災
害
補
償
、

退
職
報
償
金
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
／
消
防
本
部
に
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
11

月
21
日
㈪
ま
で
に
、
同
本
部
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
郵
送
不
可

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
、
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
総
務
課

　

土
曜
塾
受
講
生
と

　

ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

　

町
で
は
、土
曜
日
の
午
前
中
に
「
土
曜
塾
」

を
開
い
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
一
緒
に
勉
強

し
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
同
時
に
土
曜
塾
を
お
手
伝
い
い
た

だ
け
る
ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

日
時
／
月
２
～
３
回
程
度
、
土
曜
日
の
午
前

９
時
～
正
午
（
11
月
は
26
日
に
開
講
）

場
所
／
中
央
公
民
館
２
階
研
修
室

対
象
／
町
内
在
住
の
中
学
生

費
用
／
５
０
０
円
（
後
期
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
へ
。

　

税
に
関
す
る
小
学
生
の
絵
画
展

　

税
を
身
近
に
感
じ
、
税
の
仕
組
み
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
11
月
11
日
か

ら
17
日
ま
で
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し

て
、
税
務
署
を
中
心
に
税
に
関
す
る
広
報
・

広
聴
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
「
税
金
で
で
き

て
い
る
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
小
学
生
の
絵
画

展
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

土
・
日
曜
日
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
11
日
㈮
～
17
日
㈭　

午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時

場
所
／
役
場
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

　

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て

い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
18
日
㈮　

正
午
～
午
後
３
時

場
所
／
中
央
公
民
館

内
容
／
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム

な
ど

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

　

子
ど
も
手
当
の
申
請

　

10
月
か
ら
の
子
ど
も
手
当
の
制
度
変
更
に

よ
り
、
10
月
分
以
降
も
引
き
続
き
手
当
を
受

給
す
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請

が
な
い
と
子
ど
も
手
当
が
受
給
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
期
日
ま
で
に
申
請
が
な
い
と
き
は
、
２

月
に
手
当
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
き
／
申
請
が
必
要
な
人
…
中
学
３

年
生
以
下
の
子
ど
も
の
保
護
者
で
、
現

在
、
子
ど
も
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
。

　
　

申
請
が
不
要
な
人
…
中
学
３
年
生
以
下

の
子
ど
も
の
保
護
者
で
、
９
月
以
降
に

町
内
に
転
入
さ
れ
た
人
や
、
新
た
に
お

子
さ
ん
が
生
ま
れ
て
、
子
ど
も
手
当
の

手
続
き
を
し
た
人

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
12
月
28
日
㈬
ま
で

に
、
社
会
福
祉
課
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
健
康
保
険
証
と
振
込
口
座
の
通
帳

の
写
し
を
添
え
て
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
同
課
へ
。

　

小
児
医
療
講
座
２
０
１
１

日
時
／
11
月
19
日
㈯　

午
後
２
時
30
分
～
５

時

場
所
／
府
宇
治
総
合
庁
舎
（
宇
治
市
宇
治
若

森
７
─
６
）　

大
会
議
室

内
容
／
講
演
「
子
ど
も
の
急
な
病
気
の
話

～
い
ざ
と
い
う
と
き
慌
て
な
い
た
め
に

～
」
医
療
法
人
社
団
石
鎚
会
田
辺
中
央

病
院
副
院
長
兼
小
児
科
部
長　

近
江
園

善
一
医
師

※
乳
幼
児
を
持
つ
父
親
・
母
親
に
、
急
な
発

熱
な
ど
の
と
き
に
慌
て
ず
に
対
処
で
き
る

知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
講

演
の
後
、
質
問
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

（
予
定
）

そ
の
他
／
生
後
６
か
月
以
上
就
学
前
ま
で
の

子
ど
も
を
対
象
に
保
育
ル
ー
ム
を
設
け

ま
す
の
で
、
11
月
11
日
㈮
ま
で
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
府
山
城
北
保
健

所　

企
画
調
整
室
☎
０
７
７
４（
２
１
）

２
１
９
９
へ
。

　

肺
が
ん
・
結
核
検
診

　

町
で
は
、
肺
が
ん
・
結
核
検
診
を
お
こ
な

い
ま
す
。

日
時
／
11
月
24
日
㈭　

午
前
９
時
～
11
時
、

正
午
～
午
後
３
時

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
駐
車
場

対
象
／
①
肺
が
ん
検
診
…
受
診
時
に
満
40
歳

以
上
の
住
民　

②
結
核
検
診
…
受
診
時

に
満
65
歳
以
上
の
住
民

検
査
内
容
／
①
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・

問
診
・
か
く
た
ん
検
査
（
問
診
の
結
果

必
要
な
人
）　

②
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接

撮
影
（
肺
が
ん
検
診
フ
ィ
ル
ム
活
用
）

費
用
／
無
料　

た
だ
し
、
か
く
た
ん
検
査
の

容
器
代
は
３
０
０
円
が
必
要

持
ち
物
／
健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
人
）

注
意
事
項
／
受
診
時
に
は
、
金
具
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
・
そ
の
他
付
属
品
の
つ
い
た
衣

類
や
下
着
は
着
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　

ま
た
、
妊
娠
ま
た
は
妊
娠
の
疑
い
の

あ
る
人
は
受
診
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

施設見学会
　町では今回、町内の企業などを見学し
てもらう施設見学会を開きます。
日時／ 11 月 24 日㈭午後１時～４時 30 分
見学先／コカ・コーラウエストプロダク

ツ㈱、京都機械工具㈱
対象／町内在住・在勤で 18 歳以上の人
定員／先着 20 人
申し込み・問い合わせ／ 11 月２日㈬から

16 日㈬までに広報行政課へ。電話可

無料体験学習

11月16日㈬〜30日㈬

申込み受付中です。右記教室までご連絡ください。スタッフも募集しています。

◆東教室 075－983－8381
秋山　浩子

◆栄教室 0774－43－5840
玉城　啓永
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犬
の
適
正
飼
養
推
進
月
間

　

11
月
は
、
犬
の
適
正
飼
養
推
進
月
間
で
す
。

　

次
の
こ
と
を
守
り
、
ペ
ッ
ト
は
、
愛
情
と

責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
…
法
律
に
よ

り
、
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、
生

涯
に
１
回
の
登
録
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

狂
犬
病
は
犬
だ
け
で
な
く
人
間
や
野
生

動
物
に
も
感
染
す
る
命
に
か
か
わ
る
病

気
で
す
。
年
１
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

放
し
飼
い
は
禁
止
…
犬
の
放
し
飼
い
は
迷

惑
で
す
。
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、

必
ず
し
っ
か
り
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ

う
。

散
歩
時
の
フ
ン
の
後
始
末
…
家
の
前
や
道
端

な
ど
の
フ
ン
は
気
分
の
悪
い
も
の
で
す
。

犬
の
フ
ン
の
後
始
末
は
、
飼
い
主
の
責

任
で
す
。
回
収
袋
や
ス
コ
ッ
プ
を
忘
れ

ず
に
持
っ
て
散
歩
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
は
、
ト
イ
レ
の
し
つ
け
を
し
て
、

散
歩
時
に
は
フ
ン
を
し
な
い
で
済
む
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

犬
猫
の
引
取
り
…
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く

な
っ
た
と
き
は
、
府
が
お
こ
な
う
引
き

取
り
日
に
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時
／
①
毎
週
火
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）　

午
後
２
時
40
分
～
３
時　

②
毎
週
月
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）　

午
前
９
時
～
正

午

場
所
／
①
環
境
保
全
課
分
庁
舎
前　

②
府
山

城
北
保
健
所

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
ま
た
は
同
保
健

所
☎
０
７
７
４
（
２
１
）
２
９
１
２

　

浄
化
槽
の
点
検
な
ど

　

浄
化
槽
式
の
水
洗
ト
イ
レ
を
ご
使
用
の
人

は
、
浄
化
槽
の
正
常
な
機
能
を
保
つ
た
め
、

保
守
点
検
と
清
掃
、
水
質
検
査
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

実
施
に
は
専
門
知
識
が
必
要
で
す
の
で
、

次
の
と
お
り
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

○
保
守
点
検
…
京
都
府
登
録
の
浄
化
槽
保
守

点
検
業
者

○
清
掃
…
城
南
衛
生
管
理
組
合
の
許
可
を
得

た
浄
化
槽
清
掃
業
者

○
水
質
検
査
…
府
知
事
が
指
定
す
る
検
査

機
関
の
㈳
京
都
保
健
衛
生
協
会
☎
０
７
５

（
６
８
１
）
１
７
２
７

　

ま
た
、
増
改
築
や
下
水
道
へ
の
接
続
な
ど

で
浄
化
槽
の
使
用
を
廃
止
さ
れ
る
と
き
は
、

環
境
保
全
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
ま
た
は
城
南

衛
生
管
理
組
合
☎
０
７
５
（
６
３
１
）

５
１
７
１

　

今
年
は
、「
ガ
ン
バ
ロ
ウ
日
本　

届
け
よ

う　

く
み
や
ま
の
ま
ご
こ
ろ
」
を
サ
ブ
テ
ー

マ
に
「
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山
」
を
開
き

ま
す
。

　

農
業
・
商
業
・
工
業
・
一
般
の
各
エ
リ
ア

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し

や
展
示
、
販
売
な
ど
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
幅
広
い
年
代
の
人
に
お
楽
し
み
い
た
だ

け
る
様
々
な
催
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
時
／
11
月
23
日
㈷　

午
前
９
時
30
分
～
午

後
３
時

場
所
／
中
央
公
園

※
会
場
お
よ
び
周
辺
に
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
公
共
交
通
、
自
転
車
、
徒
歩
で

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
実
施
委
員
会

（
産
業
課
内
）

　

バ
ス
・
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

町
や
京
都
府
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
乗

り
物
で
あ
る
「
バ
ス
」
に
乗
っ
て
も
ら
っ
て
、

ご
家
庭
で
地
球
環
境
や
バ
ス
に
つ
い
て
話
し

合
う
き
っ
か
け
と
し
て
も
ら
う
た
め
、
11
月

の
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
に
バ
ス
・
エ
コ
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

バ
ス
・
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
、
対
象
の

バ
ス
を
利
用
す
る
と
き
に
、
大
人
１
人
に
つ

き
同
伴
の
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
２
人
ま
で

が
無
料
に
な
る
取
り
組
み
で
す
。

　

バ
ス
を
降
り
る
と
き
に
運
転
手
に
「
エ
コ

フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と
伝
え
、
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み

や
ま
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
、
都
市
計
画
課
で
配

布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
に
添
付
さ
れ
て
い
る
チ

ケ
ッ
ト
を
１
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
１
枚
を
運
賃

箱
に
入
れ
る
こ
と
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

11
月
23
日
㈷
に
開
く
「
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア

久
御
山
」
の
会
場
へ
運
行
す
る
の
っ
て
こ
バ

ス
臨
時
便
も
バ
ス
・
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
バ
ス
利

用
に
よ
る
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
定
期
券
利
用
は
対
象
外
で
す
。

対
象
の
バ
ス
／
久
御
山
町
、
宇
治
市
、
城

陽
市
、
向
日
市
、
長
岡
京
市
、
八
幡
市
、

京
田
辺
市
、
大
山
崎
町
、
宇
治
田
原

町
、
和
束
町
、
精
華
町
を
走
る
京
阪
バ

ス
、
京
阪
宇
治
バ
ス
、
京
阪
シ
テ
ィ
バ

ス
、
阪
急
バ
ス
、
の
っ
て
こ
バ
ス
、
城

陽
さ
ん
さ
ん
バ
ス
（
城
陽
市
）、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
や
わ
た
（
八
幡
市
）、
き

の
つ
バ
ス
（
木
津
川
市
）、
く
る
り
ん

バ
ス
（
精
華
町
）
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
都
市
計
画
課

　　

国
民
文
化
祭
町
実
行
委
員
会
で
は
、
11
月

５
日
㈯
、
６
日
㈰
に
中
央
公
民
館
と
そ
の
周

辺
で
、
第
26
回
国
民
文
化
祭
と
第
36
回
町
民

文
化
祭
を
開
き
ま
す
。

　

な
お
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
店
が
あ
る
中
で
、

山
城
北
保
健
所
管
内
食
生
活
推
進
委
員
連
絡

協
議
会
の
ブ
ー
ス
で
は
、
味
噌
汁
の
塩
分
測

定
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ご
家
庭
の
塩
分
を

量
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ご
家
庭
の
味
噌
汁
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課

　

民
俗
芸
能
大
会

　

近
畿
・
東
海
・
北
陸
の
６
府
県
７
団
体
に

よ
る
民
俗
芸
能
の
祭
典
を
開
き
ま
す
。
い
ず

れ
の
団
体
も
国
お
よ
び
府
県
の
指
定
等
無
形

民
俗
文
化
財
で
、
京
都
府
か
ら
は
「
東
一
口

の
双
盤
念
仏
（
久
御
山
町
）」
と
「
上
狛
の

精
霊
踊
（
木
津
川
市
）」
の
２
団
体
が
出
演

し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
20
日
㈰　

正
午
～
午
後
４
時
30
分

場
所
／
中
央
公
民
館

入
場
料
／
無
料
（
社
会
教
育
課
で
配
布
す
る

整
理
券
が
必
要
で
す
。）

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課

　

敬
老
金
の
受
け
取
り
は
お
早
め
に

　

町
で
は
、
町
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
お

住
ま
い
の
満
70
歳
、
満
75
歳
、
満
80
歳
、
満

85
歳
、
満
90
歳
、
満
95
歳
の
人
と
満
１
０
０

歳
以
上
（
９
月
１
日
現
在
）
の
人
に
、
敬
老

金
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
受
け
取
っ

て
い
な
い
人
は
、
対
象
者
に
送
付
し
た
支
給

決
定
通
知
書
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
11

月
30
日
㈬
ま
で
に
、
長
寿
健
康
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

期
日
を
過
ぎ
る
と
、
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

　

地
域
共
通
診
察
券

　
「
す
こ
や
か
安
心
カ
ー
ド
」

　

役
場
庁
舎
１
階
に
「
す
こ
や
か
安
心
カ
ー

ド
」
の
発
行
機
を
設
置
し
ま
す
。

　

10
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
日
本
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
」（
以

下
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
）
で
は
、
地
域
内
の
対
応
医

療
機
関
で
あ
れ
ば
、
１
枚
の
診
察
券
で
複
数

の
医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
地
域
共
通
診
察

券
「
す
こ
や
か
安
心
カ
ー
ド
」
の
発
行
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
で
発
行
し
ま
す

　

Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
広

く
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
11
月
１
日

か
ら
、
す
こ
や
か
安
心
カ
ー
ド
を
無
料
で
発

行
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
健
康
保
険
証

を
持
っ
て
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
に
役
場
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
発
行
カ
ウ
ン

タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

す
こ
や
か
安
心
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
に
は
？

　

す
こ
や
か
安
心
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
に
は
、

対
応
医
療
機
関
で
す
こ
や
か
安
心
カ
ー
ド
と

当
該
医
療
機
関
の
診
察
券
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。（
初
回
の
み
従
来
の
診
察
券
の
患
者

番
号
を
す
こ
や
か
安
心
カ
ー
ド
に
登
録
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。）

　

受
付
対
応
医
療
機
関
な
ど
詳
細
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
ポ
ケ
ッ
ト
カ
ル
テ
で
検
索
）
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
ど
こ
カ
ル
．
ネ
ッ

ト
事
務
局
☎
０
７
５
（
６
４
５
）
７
４	

８
４
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

　

町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
寝
具
（
敷
布

団
、
掛
布
団
、
毛
布
）
の
洗
濯
と
乾
燥
、
消

毒
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
い
ま
す
。

対
象
／
65
歳
以
上
の
人
で
、
寝
具
の
衛
生
的

な
管
理
が
困
難
な
人
（
同
世
帯
に
管
理

が
で
き
る
人
が
い
る
場
合
は
除
く
）

対
象
と
な
る
寝
具
／
敷
布
団
、
掛
布
団
、
毛

布　

各
１
枚

費
用
／
敷
布
団
１
９
０
円
、
掛
布
団
１
９
０

円
、
毛
布
70
円

回
収
日
／
11
月
24
日
㈭
（
回
収
し
ま
す
）

納
品
日
／
12
月
１
日
㈭
（
配
達
し
ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
11
日
㈮
ま

で
に
長
寿
健
康
課
へ
。

　

重
度
心
身
障
害
老
人

　

健
康
管
理
事
業

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
受
給
者
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
重
度
心
身

障
害
老
人
健
康
管
理
事
業
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
制
度
は
、
病
院
で
支
払
う
医
療
費
の

自
己
負
担
を
、
全
額
公
費
で
負
担
す
る
も
の

で
す
。

　

た
だ
し
、
入
院
時
の
食
事
代
な
ど
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
／
①
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が

１
・
２
級
の
人　

②
重
度
の
知
的
障
害
者（
療

育
手
帳
Ａ
）　

③
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
で

中
度
の
知
的
障
害
者　

④
そ
の
他
、
①
～
③

と
同
程
度
の
障
害
が
あ
る
人

申
請
／
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
印

鑑
お
よ
び
障
害
の
程
度
を
証
明
す
る
書

類
（
身
障
手
帳
等
）
を
ご
持
参
の
う
え
、

国
保
医
療
課
へ
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
年
１
月

２
日
以
降
に
転
入
し
た
人
は
、
前
住
所
地

発
行
の
所
得
証
明
書
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課

　

ふ
た
ご
・
み
つ
ご
の
交
流
会

　

た
ま
に
は
お
子
さ
ん
た
ち
と
少
し
離
れ
て

ゆ
っ
く
り
お
話
し
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　第 26回国民文化祭・京都 2011
と第 36 回町民文化祭の開催にあ
わせ、住民の皆さんに議会に対す
る理解を深め、親しんでいただく
ため、昨年に引き続き議会施設の
見学会をおこないます。
　施設をご覧いただくとともに、
議会の仕組みなどについて説明し
ます。お気軽にお越しください。
日時／ 11月５日㈯　午前 11時～
午後３時

受付場所／議会棟４階ロビー
問い合わせ／議会事務局

　

ふ
た
ご
・
み
つ
ご
ち
ゃ
ん
を
妊
娠
中
の
人

も
大
歓
迎
で
す
。

日
時
／
11
月
14
日
㈪　

午
前
10
時
～
正
午

　
　

※
受
け
付
け
は
午
前
９
時
30
分
か
ら

場
所
／
府
宇
治
総
合
庁
舎
（
宇
治
市
宇
治
若

森
７
─
６
）
１
階
大
会
議
室

対
象
／
町
内
在
住
の
就
学
前
（
平
成
17
年
４

月
生
以
降
）
の
多
胎
児
を
も
つ
保
護
者

お
よ
び
多
胎
児
妊
娠
中
の
妊
婦
、
多
胎

児
に
か
か
わ
る
関
係
機
関
等
の
従
事
者

内
容
／
①
か
ら
だ
を
ほ
ぐ
そ
う
!!
～
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
～
（
可
能
な
範
囲
で
の
参

加
で
Ｏ
Ｋ
で
す
）　

②
先
輩
マ
マ
か
ら

の
お
話　

③
参
加
者
同
士
の
交
流

そ
の
他
／
保
育
ル
ー
ム
を
設
置
し
ま
す
。
生

後
６
か
月
以
上
で
保
育
所
・
幼
稚
園
等

に
入
所
し
て
い
な
い
お
子
さ
ん
（
先
着

50
人
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
９
日
㈬

ま
で
に
、
府
山
城
北
保
健
所　

保
健
室

健
康
支
援
担
当
☎
０
７
７
４
（
２
１
）

２
１
９
２
へ
。
保
育
ル
ー
ム
を
希
望
の

場
合
は
、
あ
わ
せ
て
申
し
込
み
し
て
く

だ
さ
い
。

きて・みて・議会！

11 月
５日㈯

ぶらーり
議会見学会

　

第
23
回
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山

　

第
26
回
国
民
文
化
祭
＆

　

第
36
回
町
民
文
化
祭
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チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
支
援
を
目
的
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
き
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
震
災
被
災
地
で
あ
る
宮
城

県
の
物
産
も
販
売
し
ま
す
。
多
数
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
11
月
13
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
２

時

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル　

交
流
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公

共
交
通
機
関
ま
た
は
自
転
車
、
徒
歩
な
ど

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会

　

剪
定
枝
チ
ッ
プ
化
物
の
実
費
配
布

　

城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、
奥
山
リ
ユ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ
た
剪
定
枝
を
チ
ッ

プ
化
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

　

チ
ッ
プ
化
物
は
、
雑
草
抑
制
や
水
分
保
持

な
ど
マ
ル
チ
ン
グ
材
と
し
て
、
ま
た
有
機
堆

肥
の
材
料
と
し
て
農
業
全
般
に
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
実
費
で
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
／
11
月
１
日
㈫
～
８
日
㈫

配
布
対
象
／
同
組
合
管
内
（
久
御
山
町
、
宇

治
市
、
城
陽
市
、
八
幡
市
、
宇
治
田
原

町
、
井
手
町
）
で
農
業
な
ど
を
営
む
個

人
、
団
体
の
事
業
者

配
布
期
間
／
11
月
21
日
㈪
～
12
月
２
日
㈮

※
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
後
４
時

配
布
方
法
／
本
人
引
取
り
…
軽
自
動
車
か

ら
４
ト
ン
車
ま
で
の
ダ
ン
プ
ま
た
は
ト

ラ
ッ
ク
で
引
取
り
（
１
㎥
５
０
０
円
）

配
達
…
希
望
場
所
ま
で
同
組
合
が
配
達

（
１
㎥
１
，
０
０
０
円
）

※
配
達
の
場
合
、
配
達
当
日
に
道
案
内
お
よ

び
立
会
い
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
／
市
町
の
廃
棄
物
担
当
窓
口
ま
た

は
同
組
合
の
各
施
設
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
（
城
陽
市
寺
田
奥
山
１
）
へ
。

持
参
可

※
申
込
書
は
、
同
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

http//:w
w
w
.jyonaneikan.jp/

問
い
合
わ
せ
／
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
７
４

（
５
３
）
３
５
８
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７	

４
（
５
３
）
３
５
８
９

　

城
南
地
域

　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
講
座

▼
パ
ソ
コ
ン
整
備
士
２
級
受
験
講
座

日
時
／
12
月
３
日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日　

午
後
１
時
～
３

時
30
分

※
12
月
31
日
・
平
成
24
年
２
月
11
日
を
除
く

場
所
／
城
南
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

対
象
／
府
内
在
住
・
在
勤
で
パ
ソ
コ
ン
整
備

士
３
級
相
当
の
知
識
が
あ
る
人

定
員
／
25
人

費
用
／
一
般
３
０
，
０
０
０
円
、
中
小
企
業

の
従
業
員
２
４
，
０
０
０
円
（
別
途
教

材
費
が
必
要
）

※
中
小
企
業
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
城
南
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
へ
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
３
日
㈷

か
ら
受
講
料
を
ご
持
参
の
う
え
、
同
セ

ン
タ
ー
☎
０
７
７
４
（
４
６
）
０
６
８	

８
、０
７
８
０
へ
。
電
話
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
、
郵
便
不
可

　

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
教
室

▼
キ
ム
チ
と
チ
ヂ
ミ
の
料
理
教
室

日
時
／
12
月
10
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
１

時

場
所
／
府
立
城
南
勤
労
者
福
祉
会
館

対
象
／
府
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
／
20
人

費
用
／
１
，
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
10
日
（
木
）

か
ら
受
講
料
を
ご
持
参
の
う
え
、
城

南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
へ
。
電
話
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
郵
便
不
可

　

く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン

　

く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
実
施
委
員
会
で
は
、

第
22
回
く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

定
員
は
先
着
２
，
０
０
０
人
で
す
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
名
物
と
な
っ
た
具
だ

く
さ
ん
「
ぶ
た
汁
」
も
あ
り
ま
す
。

種
目
／
マ
ラ
ソ
ン
の
部
（
１
．
５
㎞
フ
ァ
ミ

リ
ー
ペ
ア
、３
㎞
・
５
㎞
・
10
㎞
）　

ジ
ョ

ギ
ン
グ
の
部
（
３
㎞
）

日
時
／
平
成
24
年
１
月
29
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
～
（
雨
天
決
行
）

場
所
／
木
津
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
（
久

御
山
町
役
場
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
20
日
㈰

ま
で
に
町
内
各
公
共
施
設
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
参
加
費
を

添
え
て
同
実
施
委

員
会
事
務
局
（
総

合
体
育
館
内
）
☎

０
７
７
４（
４
４
）

２
２
０
５
ま
た
は
、

社
会
教
育
課
へ
。

　

く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　

く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
実
施
委
員
会
で
は
、

く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
運
営
の
「
カ
ナ
メ
」
と
し
て
、
走
路

監
察
・
給
水
・
会
場
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
選
手

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か
？

　

希
望
す
る
人
は
、
同
実
施
委
員
会
事
務
局

（
総
合
体
育
館
内
）
へ
。

　

下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を

　

公
共
下
水
道
整
備
の
た
め
、
次
の
場
所
で

下
水
道
管
敷
設
工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
付
近
の
人
や
通
行
さ
れ
る
皆

さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課

　

１
１
９
番
の
日

　

11
月
９
日
は
、
消
防
に
対
す
る
正
し
い
理
解

と
認
識
を
深
め
、
防
火
防
災
意
識
の
高
揚
お

よ
び
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
の
確
立
を
目

的
と
し
て
、
昭
和
62
年
か
ら
「
１
１
９
番
の

日
」
と
し
て
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会

に
、
電
話
の
そ
ば
に
住
所
、
電
話
番
号
や
近

く
に
あ
る
大
き
な
目
標
（
学
校
，
店
舗
，
公
園
，

橋
の
名
前
，
バ
ス
停
な
ど
）
を
書
い
た
メ
モ

な
ど
を
準
備
し
て
、
い
つ
で
も
落
ち
着
い
て

１
１
９
番
通
報
が
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
か
ら
通
報
さ
れ
る
と
き

は
、
町
と
他
市
と
の
境
界
で
は
、
ア
ン
テ
ナ

設
置
位
置
の
関
係
で
近
隣
の
消
防
本
部
へ
入

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
は
、「
久

御
山
町
」
と
伝
え
て
い
た
だ
く
と
町
消
防
本

部
へ
転
送
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
で
１
１
９
番
を
す
る
と
き
は
、
災

害
場
所
の
市
町
名
、
住
所
、
氏
名
、
携
帯
番

号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
「
１
１
９
番
の
日
」
の
11
月
９
日
㈬
か
ら

15
日
㈫
ま
で
の
７
日
間
、
秋
季
火
災
予
防
運

動
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
っ
て
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者

等
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、

財
産
の
損
失
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
こ
な
い
ま
す
。

　

今
年
の
全
国
統
一
防
火
標
語
は
、「
消
し

た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で　

も
う
一
度
」

で
す
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

─
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
─

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
へ
の
着
火
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部

　

親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ
ン

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
子
育
て
中
の

親
子
を
対
象
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
お
こ
な
い

ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
14
日
㈪　

午
前
10
時
～
正
午

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
／
就
園
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

内
容
／
救
急
救
命
講
習
、
大
型
遊
具
遊
び

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
２
日
㈬
か

ら
11
日
㈮
ま
で
に
同
協
議
会
へ
。

　

お
も
ち
ゃ
病
院

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
お
も
ち
ゃ
病

院
」
に
よ
る
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
お
こ
な
い

ま
す
。

　

ご
家
庭
に
子
ど
も
た
ち
の
壊
れ
た
お
も

ち
ゃ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
子
ど
も
た
ち
に

「
も
の
を
大
切
に
す
る
心
」「
科
学
す
る
心
」

を
育
ん
で
も
ら
う
目
的
で
お
こ
な
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
修
理
会
場
へ
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
23
日
㈷　

午
前
９
時
30
分
～
午

後
３
時
（
受
付
は
午
後
２
時
ま
で
）

場
所
／
中
央
公
園（
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
会
場
）

内
容
／
子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
の
修
理

費
用
／
無
料

※
部
品
交
換
が
必
要
な
場
合
は
、
実
費
を
い

た
だ
き
ま
す
。

そ
の
他
／
基
本
的
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
が
修
理
し
ま
す
が
、
修
理
が
出

来
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

労
働
保
険
の
成
立
手
続
き

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
の
成
立
手

続
き
は
お
済
み
で
す
か
。

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険

の
２
つ
を
併
せ
た
保
険
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
は
、
労
働
災
害
や
失
業
等
が
発

生
し
た
と
き
に
、
保
険
給
付
等
を
お
こ
な
う

こ
と
に
よ
り
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

制
度
で
す
。

　

労
働
保
険
は
政
府
が
管
理
、
運
営
し
て
い

る
強
制
保
険
で
す
。
原
則
と
し
て
、
労
働
者

を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
労
働
保
険
の
適

用
事
業
と
な
り
、
事
業
主
は
成
立
手
続
を
お

こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
未
加
入
の
事
業
主
の
皆
さ
ん

は
、
次
の
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

・�

事
業
主
が
成
立
手
続
を
お
こ
な
わ
な
い

期
間
中
に
労
災
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

遡
っ
て
保
険
料
を
徴
収
す
る
他
、
給
付
に

要
し
た
費
用
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
徴
収

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・�

再
三
の
加
入
勧
奨
・
手
続
指
導
を
お
こ
な
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
主
的
に
成
立
手

続
を
お
こ
な
わ
な
い
場
合
は
、
最
終
的
な

手
段
と
し
て
、
職
権
に
よ
る
成
立
手
続
お

よ
び
保
険
料
の
認
定
決
定
を
お
こ
な
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
京
都
労
働
局
総
務
部
労
働

保
険
徴
収
課
☎
０
７
５
（
２
４
１
）

３
２
１
３
ま
た
は
、
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
・
公
共
職
業
安
定
所
へ
。

▼田井処理分区（東一口地内）

工期は、11月初旬から平成24年３月下旬まで

　

親
子
で
か
ら
だ
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
11
月
１
日（
火
）　

午
前
10
時
～
11
時

費
用
／
１
家
族
３
０
０
円

ス
ポ
ー
ツ

町
の
施
設

休
館
日　

毎
週
日
曜
・
月
曜
日
、
祝
日

　
　
　
　
（
第
１
日
曜
日
を
除
く
）

親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク
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日
時
／
11
月
４
日
㈮
・
７
日
㈪
・
15
日
㈫
・

24
日
㈭　

午
後
７
時
～
７
時
40
分
、
11

月
６
日
㈰
・
12
日
㈯
・
20
日
㈰
・
27
日

㈰　

午
前
10
時
～
10
時
40
分

※
い
ず
れ
か
一
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

定
員
／
各
先
着
15
人

費
用
／
５
０
０
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
）

日
時
／
①
11
月
12
日
㈯
・
②
26
日
㈯　

い
ず

れ
も
午
前
９
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪

投
げ
な
ど　

②
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
な
ど

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

総
合
体
育
館
、
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、

12
月
29
日
㈭
か
ら
平
成
24
年
１
月
３
日
㈫
ま

で
休
館
と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
22
日
㈫
・
25
日
㈮
【
２
回
コ
ー

ス
】　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
毛
筆
で
年
賀
状
に
挑
戦
し
、
新
春
の

言
葉
を
色
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

講
師
／
日
垣
翠
峰
さ
ん

定
員
／
先
着
20
人

費
用
／
４
０
０
円

持
ち
物
／
墨
・
す
ず
り
・
太
筆
・
細
筆
・
下

敷
き

日
時
／
11
月
28
日
㈪
・
12
月
５
日
㈪
・
12
日

㈪
【
３
回
コ
ー
ス
】　

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
お
正
月
前
に
和
服
の
美
し
い
着
こ
な

し
と
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す
。

講
師
／
岡
西
和
美
さ
ん

定
員
／
先
着
15
人

費
用
／
１
０
０
円

持
ち
物
／
足
袋
・
下
着
・
長
襦
袢
・
着
物
・
帯
・

前
板
・
紐
４
本
・
伊
達
締
２
本
・
帯
枕
・

帯
あ
げ
・
帯
締
め

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

11
月
８
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

役

場
庁
舎
１
階
相
談
室
１

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

11
月
15
日
㈫
・
22
日
㈫　

い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
午
後
１
時

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。（
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け

ま
す
）

【
教
育
相
談
】

毎
週
金
曜
日
（
予
約
制
）　

午
前
10
時
～
午

後
５
時　

ゆ
う
ホ
ー
ル
２
階
教
育
相
談
室　

ま
ず
、
火
曜
か
ら
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
午

後
５
時
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
☎
０
７
７
４

（
４
６
）
５
６
４
０

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

11
月
10
日
㈭
・
24
㈭　

午
後
１
時
～
４
時

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉

協
議
会
）

相
談
専
用
電
話
☎
０
７
５
（
６
３
１
）
３
４	

２
１
相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協

議
会
）

11
月
10
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は
同
協
議
会
へ
。

【
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

11
月
17
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時
30
分　

地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
６
人
（
要
予
約
）

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。

▼
こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド
編
Ⅰ
）

日
時
／
11
月
15
日
㈫
・
17
日
㈭
・
22
日
㈫
・

24
日
㈭【
４
回
コ
ー
ス
】　

午
後
７
時
～

９
時

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
初
心
者
向
け
の
ワ
ー
プ
ロ
教
室
で
す
。

（
６
月
と
同
内
容
の
教
室
で
す
）

定
員
／
16
人

費
用
／
３
，
０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
別
途
必
要
内
容

日
時
／
11
月
９
日
㈬
・
16
日
㈬　

午
前
10
時

～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。

定
員
／
60
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す

日
時
／
11
月
16
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～
３

時
15
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
ま
す
。

定
員
／
25
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

日
時
／
11
月
11
日
㈮
・
25
日
㈮　

午
前
10
時

～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。

定
員
／
30
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
１
０
０
円

日
時
／
11
月
17
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

対
象
／
町
内
在
住
の
お
お
む
ね
50
才
以
上
の

人

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
脳
の
若

返
り
を
は
か
り
ま
す
。

定
員
／
30
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
材
料
費
が
必
要
で
す

日
時
／
①
11
月
５
日
㈯　

午
後
７
時
～
８
時

②
19
日
㈯ 

午
後
７
時
～
８
時

※
受
け
付
け
は
、
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

内
容
／
①
月
と
木
星
を
観
察
し
ま
す
。
②
木

星
と
秋
の
星
座
を
観
察
し
ま
す
。

※
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

日
時
／
11
月
13
日
㈰　

①
午
前
９
時
～
正
午

　

②
午
後
２
時
～
５
時　

20
日
㈰　

③
午
前

９
時
～
正
午　

④
午
後
２
時
～
５
時

※
①
～
④
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生

内
容
／
ね
ん
土
か
ら
か
ん
た
ん
な
焼
き
物
を

つ
く
り
ま
す
。

定
員
／
各
８
人

費
用
／
５
０
０
円

日
時
／
11
月
12
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
10

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
２
～
６
年
生

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

日
時
／
11
月
19
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

※
１
～
３
年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で

す
。

内
容
／
い
ろ
い
ろ
な
電
池
を
調
べ
ま
す
。

定
員
／
10
組

日
時
／
11
月
19
日
㈯　

午
後
２
時
～
４
時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

※
４
年
生
以
上
は
子
ど
も
だ
け
の
参
加
可

内
容
／
親
子
で
お
絵
か
き
を
楽
し
み
ま
す
。

定
員
／
８
組

日
時
／
11
月
27
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
と
保
護
者

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

町
の
人
口（
前
月
比
／
減
11
人
）

総人口
男　性
女　性
世帯数

16 ,681 人　
8 ,294 人　
8 ,387 人　
6 ,788 世帯

出　生
死　亡
転　入
転　出

8 人　
17 人　
48 人　
50 人　

〈10 月 1 日現在〉 

〈9 月中の動き〉 

申
し
込
み
は
11
月
３
日
㈭　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
５
（
６
３
１
）
１
０
０
０

休
館
日　

毎
週
水
曜
日

中
央
公
民
館

申
し
込
み
は
11
月
３
日
㈭　

午
前
９
時
か
ら

休
館
日　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

総
合
体
育
館

申
し
込
み
は
11
月
２
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
休
館

　

今
月
は
、
下
津
屋
公
民
館
を
お
借
り
し
て

開
き
ま
す
。

日
時
／
11
月
４
日
㈮
・
18
日
㈮　

午
前
９
時

30
分
～
11
時
50
分

　

消
防
本
部
と
合
同
で
、
火
事
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ビ
デ
オ
鑑
賞

や
消
防
車
の
見
学
も
あ
り
ま
す
。

日
時
／
11
月
10
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
～
11

時
30
分

　

親
子
で
簡
単
に
で
き
る
お
や
つ
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

日
時
／
11
月
24
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

費
用
／
１
家
族
２
０
０
円

申
し
込
み
／
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
へ
。

︿
申
し
込
み
と
費
用
﹀

　

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護

者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に

な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
11
月
８
日
㈫
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

窓
口
（
午
前
９
時
～
午
後
８
時
）
へ
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は

無
料
で
す
。

くみやまファミリーシアター
京都フィルハーモニー室内合奏団公演
｢京フィルと歌おう！クラシックコンサート｣

日　時／ 12月 18日㈰　午前 11時～正午
　　　　※午前 10時 30分　開場
場　所／中央公民館
入場料／子ども 400円（3歳以上中学生以下）
　　　　大　人 800円
※�入場券は 11月 15 日㈫から中央公民館・ゆう
ホール・総合体育館で販売します。

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

使
用
講
習
会
＆
相
談
日

漢
字
出
直
し
塾

小
学
生
工
作
教
室

漢
字
の
達
人
教
室

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室

童
謡
を
楽
し
む
会

週
末
の
星
空
観
察
会

パ
ソ
コ
ン
教
室

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

消
防
避
難
訓
練

親
子
料
理
教
室

親
子
で
お
絵
か
き
教
室

年
末
年
始
の
体
育
施
設
休
館
日

年
賀
状
（
毛
筆
）
教
室

き
も
の
着
付
け
教
室

地
域
で
あ
そ
ぼ
「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」
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環境保全のコーナー 

11 月のごみ・し尿収集日 
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保健予防のコーナー 

町公共機関電話番号等 

■久御山町役場（代表）
☎ 075（631）6111/0774（45）0001
　 075（632）1899

■各課別ダイヤルイン等
総  務  課  ☎631-9991/45-3922
　 somu@town.kumiyama.lg.jp 
　 075（632）1899

企画財政課  ☎631-9992/45-3924
　 kikaku@town.kumiyama.lg.jp
　 075（632）1899

広報行政課  ☎631-9993/45-3926
　 koho@town.kumiyama.lg.jp 
　 075（632）1899

国保医療課  ☎631-9913/45-3906
　 kokuho@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）5933

学校教育課  ☎631-9974/45-3917
　 gakkyo@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（631）6129

住  民  課  ☎631-9904/45-3905
　 jumin@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）5933

都市計画課  ☎631-9966/45-3915
　 toshi@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）5558

長寿健康課  ☎631-9903/45-3904
　 choju@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）5933

産  業  課  ☎631-9964/45-3914
　 sangyo@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（631）6149

社会福祉課  ☎631-9902/45-3902
　 shafuku@town.kumiyama.lg.jp 
　 075（631）1807

建設整備課  ☎631-9961/45-3912
　 kensetsu@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（631）6149

税  務  課  ☎631-9926/45-3908
　 zeimu@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）5933

環境保全課  ☎631-9917/45-3907
　 kankyo@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）5558

佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、
市田、鈴間、田井、荒見、下
津屋、下津屋サンハイツ、島
田、東島田、森、坊之池、野村、
村東

松陽台、サンタウン佐山、佐
山サンハイツ、栄１・２丁目、
栄３・４丁目、ハイツ西宇治、
清水、林、西武西林、ミサワ林、
大橋辺、北川顔、藤和田、近
協パレス、中島、西一口、東
一口、相島、下津屋団地、東
佐山団地、久御山団地（17 棟
～ 29 棟前のごみ集積所）

久御山団地（３棟～５棟、７棟、
10 棟 ～ 14 棟、34 棟 ～ 41 棟、
43 棟～ 44 棟前のごみ集積所）

松陽台、サンタウン佐山、佐山
サンハイツ、大橋辺、北川顔、
近協パレス、藤和田、中島、西
一口、東一口、相島 

栄１・２丁目、栄３・４丁目、
清水、ハイツ西宇治、林、西武
西林、ミサワ林

田井、荒見、下津屋、下津屋団地、
下津屋サンハイツ、島田、東島
田、森、坊之池、野村、村東 

佐古、新開地、佐山、籾池、双
栗、市田、鈴間

東佐山団地、久御山団地 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ
の翌日）に、城南衛生管理組合☎ 075（631）5171 へ連絡してください。

藤和田、島田、東島田、東一口（国道１
号以東）、森（国道１号以東）、森村東（国
道１号以東）、野村、野村村東、佐山、新
開地、佐古、清水、林、市田、田井、荒見、
下津屋 

北川顔（府道以東）、坊之池、森（国道１号以西）、
森村東（国道１号以西）、西一口、中島、相島 

東一口（国道１号以西） 

大橋辺、北川顔（府道以西） 

御牧幼稚園  ☎・　075（631）4531町体育協会（町総合体育館内）
☎0774（44）2205　 0774（44）2203

消 防 本 部  ☎631-1515
　 shobo@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）5382

会  計  課  ☎631-9932/45-3909
　 kaikei@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）1899

議会事務局  ☎631-9996/45-0105
　 gikai@town.kumiyama.lg.jp 
　 075（632）3000

下 水 道 課  ☎631-9990/45-3920
　 gesui@town.kumiyama.lg.jp  
　 0774（46）0086

水  道  課  ☎631-9987/45-3919
　 suido@town.kumiyama.lg.jp  
　 0774（46）0086

社会教育課  ☎631-9980/45-3918
　 shakyo@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（631）6129

あいあいホール
☎0774（41）2263　 0774（41）2283
いきいきホール
☎0774（41）3466　 0774（44）1199
荒　見　苑
☎0774（44）3405　 0774（44）7801

地域福祉センター（町社会福祉協議会）
☎075（631）0022　 075（632）3001

佐山幼稚園  ☎・　0774（43）8644

宮ノ後保育所  ☎・　0774（43）4906

図書館
☎0774（45）0003　 0774（46）5690

まちの駅クロスピアくみやま
☎075（632）2300　 075（632）2001

東角幼稚園  ☎・　0774（44）4966

佐山保育所  ☎・　0774（43）2970
御牧保育所  ☎・　075（631）2475

中央公民館
☎075（631）1000　 075（632）0031

総合体育館
☎0774（44）3700　 0774（44）2203

ゆうホール
☎0774（45）0002　 0774（46）5610

燃やすごみ 

月・木 

火・金 

水・金 

燃やさないごみ 

月

木 

金

火 

水 

リサイクルごみ
缶 類
ペットボトル
紙 パ ッ ク

使用済みてんぷら油
9 日（第 2水曜日）

び ん 類
発泡食品トレー
発泡スチロール

2 日
（第 1水曜日）

16 日
（第 3水曜日）

9 日
（第 2水曜日）

23 日
（第 4水曜日）

※簡単な水洗いをして、分別し  
中身の見える袋に入れて出し  
てください。 

※びん・ペットボトルは、必ず
ふたをはずしてください。

※ペットボトルのキャップは、
中身の見える袋に入れて「燃
やすごみの日」に出してくだ
さい。

※公会堂等の指定場所に油の入っ
ていた容器等で出してください。

し 　 尿 

16 日㈬

17 日㈭

22 日㈫

21 日㈪

10か月児健診（10月11日）で
見つけたかわいい笑顔です。

予 防 接 種 
予 防 接 種 名 日（曜） 受付時間 対 象 ・ 接 種 方 法

※予防接種を受けるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母子健康手帳をご持参ください。

健　  診 ・ 相　  談
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対 象 内 容

成 人 歯 科 健 診 16 日㈬ 午後1時〜1時30分 歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導

40 歳以上の人・ 
妊婦 

会場は、保健センター（※2はあいあいホール）です。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。
問い合わせ／長寿健康課

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種 15 日㈫ 午後1時40分～1時55分 ・3 か月以上 6か月未満の乳児

母 子 保 健
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対 象 内 容

1 0 か 月 児 健 診 14 日㈪ 午後1時20分～1時50分 医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導平成22年12月生まれ

3 ～ 4 か 月 児 健 診 15 日㈫ 午後1時20分～2時
医師による健康診査、ＢＣＧ
予防接種、離乳・保育・栄養
などの指導、ブックスタート

平成23年7月生まれ

2 歳 6 か月児歯科健診 16 日㈬ 午後1時20分～1時40分
歯科医師による健康診査、予
防指導、身体的・精神的な発
達指導

平成21年4月生まれ

1 歳 8 か月児健診 18 日㈮ 午後1時20分～1時40分
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

平成22年2月生まれ

乳 幼 児 相 談 17 日㈭ 午前9時30分～10時30分 ことば・しつけ・栄養などの
相談乳　幼　児

3 歳 児 健 診 25 日㈮ 午後1時20分～2時
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

平成20年4月生まれ

※2

※1
パパ＆ママ教室（第３回） 16 日㈬ 午後1時～1時15分 歯科検診、赤ちゃんの歯の話、

交流会妊　婦　と　夫

※1
パパ＆ママ教室（第４回） 26 日㈯ 午後1時～1時15分 赤ちゃんのお風呂の入れ方や

交流会妊　婦　と　夫

※1
離 乳 食 教 室 30 日㈬ 午前10時～10時15分 離乳食の指導、作り方の実習

と試食（初期・中期・後期）3～10か月児の保護者

※1
パパ＆ママ教室（第２回） 8 日㈫ 午前11時～11時15分 調理実習（妊娠中の栄養）、

交流会妊　婦　と　夫

※1
パパ＆ママ教室（第１回） 1 日㈫ 午後1時～1時15分 妊娠中の過ごし方、プレママ

体操、交流会妊　婦　と　夫

※1は、前々日までに予約が必要です。


